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託児申込・問い合わせ先　人権政策課 男女共同参画・消費生活担当
（584）1201　 （584）1181　

　って　って男女共同参画
男女が共に一人一人の個性と能力を発揮することができる男女共同参画社会の実

現に向け、催しを行います。今年度の目玉は、全国亭主関白協会会長天野周一さん

の講演会です。楽しみながら男女共同参画について考えてみませんか。

日時　3月3日㈰　午後2時～4時
場所　ふれあい文化センター旧館サンホール（大谷6 ｰ 24）
内容
▷春日市の男女共同参画推進ソング「男

ひ と

女のち・か・ら」の合唱
　（春日市男女共同参画プロジェクト「じょなさんクラブ」）
▷講演会「亭主力の時代～夫婦円満の極意、戦わ
ずして負ける～」
　講師　天

あまの

野周
しゅういち

一さん（全国亭主関白協会会長）
▷お悩み相談
　会場で悩みを聞いて講師が答えます。
託児　生後5カ月～未就学児、無料（2月22日㈮までに要申込）

申し込みは不要で、入場無料、手話通訳もあります。ぜひ遊びにきてください！

♦ふれあい文化センター新館
　ふれあいプラザ
日時　2月23日㈯～ 3月3日㈰

午前9時～午後10時（最終
日は午後4時まで）

♦ふれあい文化センター旧館
　サンホールロビー
　日時　3月3日㈰
　　　午前10時～午後4時

「
男ひ

と女
の
ち
・
か
・
ら
」っ
て
ど
ん
な
曲
？

　「
男ひ

と女
の
ち
・
か
・
ら
」は
、平
成
24
年
２
月
26
日
に

行
っ
た
春
日
市
男
女
共
同
参
画
・
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
で
初
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

春
日
市
男
女
共
同
参
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
じ
ょ
な
さ
ん

ク
ラ
ブ
」が
作
詞
を
し
た
も
の
に
、春
日
市
在
住
の
男
性

２
人
で
作
る
音
楽
グ
ル
ー
プ「B ビ
ー
ジ
ェ
ー

.J B

バ
ン
ド

A
N
D

」が
作
曲
・

編
曲
し
た
も
の
で
す
。こ
の
歌
に
は
、「
人
と
人
が
認
め

合
い
、助
け
合
い
、絆
を
深
め
合
っ
て
、我
が
ま
ち
春
日

を
明
る
い
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち
に
し
て
い
こ
う
」と

い
う
熱
い
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
歌
は
、市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト「

http://w
w
w
.city.

kasuga.fukuoka.jp/tetuzuki/jyonasan/hitonoc 
hikara.htm

l

」で
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

春
日
市
男
女
共
同
参
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
じ
ょ
な
さ
ん

ク
ラ
ブ
」っ
て
な
ぁ
に
？

　
春
日
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
の
開
設
に
合
わ

せ
、春
日
市
の
男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
た
め
に
組

織
さ
れ
た
市
民
に
よ
る
実
行
委
員
会
で
、会
員
は
男
性

７
人
、女
性
14
人
の
21
人
で
す
。

　
毎
月
１
回
定
例
会
を
開
催
し
て
、男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー
事
業
の
企
画
実
施
の
協
力
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、「
わ
が
ま
ち
コ
ン
サ
ー
ト
」や「
春
日
奴
国
あ

ん
ど
ん
祭
り
」な
ど
に
出
演
し
、「
男ひ

と女
の
ち
・
か
・
ら
」の

合
唱
を
通
じ
て
、男
女
共
同
参
画
の
推
進
を
図
り
ま
し

た
。今
後
は
、地
域
や
自
治
会
な
ど
で
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　写　真　展

「男
ひ と

女のち・か・ら」

平成
24年

度春日市男女共同参画フェスタ
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public infomation from KASUGA city
市からの
お知らせ

　「市からのお知らせ」をはじめ、市報に掲載した記事は、市報の
発行日（毎月1日と15日）以降、市ウェブサイトの「お知らせ」に
も載せます。
　そのほか、市報に掲載していない情報もありますので、ぜひ利
用してください。
http://www.city.kasuga.fukuoka.jp
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省
エ
ネ
改
修
工
事
な
ど
を
実
施
し
た

場
合
、改
修
後
３
カ
月
以
内
に
申

告
す
る
こ
と
で
、翌
年
度
の
固
定
資
産
税

が
軽
減
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
要
件
や
必
要
書
類
な
ど
、詳
し
く
は
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

○
省
エ
ネ
改
修
工
事

平
成
20
年
１
月
１
日
以
前
か
ら
あ
る

住
宅（
賃
貸
住
宅
を
除
く
）に
つ
い
て
、

平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
、窓

の
改
修
工
事
や
、こ
れ
と
併
せ
て
行
う

床
・
天
井
・
壁
の
断
熱
工
事
な
ど
、一
定

の
省
エ
ネ
改
修
工
事（
工
事
費
用
30
万

円
以
上
の
も
の
）を
行
っ
た
場
合

○
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事

平
成
19
年
１
月
１
日
以
前
か
ら
あ
る

住
宅（
賃
貸
住
宅
を
除
く
）に
つ
い
て
、

平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
、65

歳
以
上
の
人
、介
護
保
険
の
認
定
を
受

け
て
い
る
人
、ま
た
は
障
が
い
者
の
た

め
に
、一
定
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工

事（
指
定
の
工
事
内
容
で
自
己
負
担
が

30
万
円
以
上
の
も
の
）を
行
っ
た
場
合

○
住
宅
耐
震
改
修
工
事

昭
和
57
年
１
月
１
日
以
前
か
ら
あ
る

住
宅
に
つ
い
て
、現
行
の
耐
震
基
準
に

適
合
す
る
工
事
費
30
万
円
以
上
の
耐
震

改
修
工
事
を
行
っ
た
場
合

家屋（住宅）の固定資産税を軽減
省エネ・バリアフリー・耐震改修

税務課 資産税担当 　 （584）1111 （584）1141

白
水
大
池
公
園
ち
び
っ
子
広
場
の
遊
具
の
改
修
工
事
に
伴
い
、一
部
の
遊

具
の
利
用
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
工
事
中
は
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

工
事
期
間
　
３
月
22
日
㈮
ま
で

利
用
で
き
な
い
遊
具
　
ス
イ
ン
グ
ロ
ー
プ
、ス
プ
リ
ン
グ
シ
ー
ソ
ー
、タ
ー
ザ
ン

ロ
ー
プ
、登
り
ロ
ー
プ

白水大池公園の遊具改修工事
一部遊具が利用できません

都市計画課 公園担当 　 （584）1111 （584）1143 

△スイングロープ△スプリングシーソー

△ターザンロープ△登りロープ
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平
成
25
年
４
月
に
小
学
校
に
入
学
予

定
の
子
ど
も
が
い
る
人
で
、子
ど

も
の
こ
と
ば
の
発
達
、耳
の
き
こ
え
、コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
面
に
不
安
を
感
じ
て
い

る
人
を
対
象
に
、「
こ
と
ば
の
教
室
」へ
の

入
級
申
し
込
み
の
受
け
付
け
を
行
い
ま

す
。

　「
こ
と
ば
の
教
室
」は
、ハ
ー
ト
館
か
す

が（
小
倉
２
ー
82
）に
あ
る
教
育
施
設
で
、

週
に
１
回
、子
ど
も
と
保
護
者
が
通
級
し

て
、指
導
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、通
級
時
間
と
指
導
を
受
け
て
い

る
時
間
は
、学
校
で
の
出
席
扱
い
と
な
り

ま
す
。

日
時
　
２
月
１
日
㈮
〜
28
日
㈭（
平
日
の

み
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
４
月
以
降
は
、各
学
校
を
経
由
し
て
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

場
所
　
学
校
教
育
課（
市
役
所
４
階
）

持
っ
て
く
る
も
の
　
印
鑑（
認
め
印
可
）

ことばの教室
「ことば」や「きこえ」などの発達を支援します

学校教育課 　 （584）1111 （584）1153

次
に
該
当
す
る
人
は
、市
県
民
税
の

申
告
が
必
要
で
す
。

対
象

▽
平
成
25
年
１
月
１
日
現
在
、市
内
に
居

住
し
て
い
る
人
で
、平
成
24
年
に
収
入

の
あ
っ
た
人

▽
国
民
健
康
保
険
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
制
度
の
加
入
者
と
そ
の
世
帯
主

※「
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
人
」「
給

与
以
外
に
所
得
が
な
い
人
で
勤
務
先
か

ら
給
与
支
払
報
告
書
が
市
に
提
出
さ
れ

て
い
る
人
」は
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

申
告
書
配
布
場
所

▽
税
務
課（
市
役
所
１
階
）

▽
西
出
張
所（
昇
町
１
ー
１
２
０
い
き
い

き
プ
ラ
ザ
内
）

申
告
期
間
　
２
月
18
日
㈪
〜
３
月
15
日
㈮

（
平
日
の
み
）

時
間
　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分
、午

後
１
時
〜
４
時

提
出
場
所
　
市
役
所
２
０
７
会
議
室（
市

役
所
２
階
）

※
申
告
書
は
自
分
で
書
い
て
、郵
送
し
て

も
構
い
ま
せ
ん
。

※
平
成
24
年
中
に
障
害
者
手
帳
を
取
得
し

た
人
お
よ
び
勤
労
学
生
で
平
成
25
年
度

も
引
き
続
き
学
生
の
人
は
、申
請
に
よ

り
市
県
民
税
の
減
免
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

市県民税申告を受け付けます
2月18日～3月15日

税務課 市民税担当 　 （584）1111 （584）1141

国民年金保険料は
確定申告の控除対象です

　平成24年1月から12月までに納めた国民年金保険料や
国民年金基金の掛け金は、その年の所得税や市民税・県民税
の社会保険料控除の対象になります。確定申告の際は、社会
保険料（国民年金保険料）控除証明書または領収証書を添付
して申告してください。
○「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」について

控除証明書は昨年11月に送付しています。ただし、昨
年10月1日以降に初めて納付した人は、2月上旬頃に送
付します。
紛失などで再発行が必要な場合は、専用ダイヤルまた

は年金事務所へ問い合わせてください。
問い合わせ先
▷南福岡年金事務所
　 （552）6128　 （541）7649
▷日本年金機構控除証明書専用ダイヤル
開設期間　平成25年3月15日㈮まで
0570（070）117

※「050」または「070」から始まる電話の場合は、 03
（6700）1130にかけてください。

▲ハート館かすが
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心
身
に
重
度
の
障
が

い
が
あ
る
人
ま
た

は
そ
の
人
を
介
護
し
て
い

る
人
に
対
し
て
、国
や
市

は
各
種
手
当
制
度
を
設
け

て
い
ま
す
。

　
手
当
の
支
給
を
受
け
る

た
め
に
は
申
請
が
必
要
で

す
。詳
し
く
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、現
在
手
当
を
受

給
し
て
い
る
人
で
対
象
と

な
ら
な
く
な
っ
た
場
合

は
、必
ず
届
け
出
て
く
だ

さ
い
。

　
届
け
出
が
な
く
手
当
が

過
払
い
と
な
っ
た
場
合

は
、過
払
い
金
の
返
還
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

各種障がい者手当
重度障がい者などに支給

福祉支援課 障がい担当 　 （584）1111 （584）3090

名称（実施主体）・額 年齢要件 受給要件 対象とならない人

特別障害者手当（国）

月額2万6260円
※所得制限あり

20歳以上 ▷重度の障がい（視覚、聴覚、両上肢、両下肢、体
幹、内臓機能、精神（知的）障がい）が重複してい
る人、または1つあり、かつ、障害基礎年金2級程
度の障がいが2つ以上ある人

▷両上肢、両下肢、体幹のいずれかの障がいがあ
り、かつ常時特別の介護を要する人
▷内臓機能などに重度の障がいがあり、かつ絶対
安静を必要とする人

▷精神（知的）障がいがあり、かつ常時特別の介護
を要する人

※原則として医療機関が作成した診断書の提出が
必要です。

▷障がい者施設や特別養護老人ホー
ムなどの施設に入所している（短期
入所、グループホームなどを除く）

▷病院や療養型医療施設、介護老人保
健施設などの施設に3カ月を超えて
入院（入所）している

障害児福祉手当（国）

月額1万4280円
※所得制限あり

20歳未満 ▷重度の障がい（視覚、聴覚、両上肢、両下肢、体
幹、内臓機能、精神（知的）障がい）がある人

▷身体または精神状態における障がいが重複し、常
時介護を必要とする人

※原則として医療機関が作成した診断書の提出が
必要です。

▷障がい者（児）施設などに入所してい
る（短期入所、グループホームなどを
除く）

▷障がいを事由とする公的年金（障害
厚生年金など）を受給できる

春日市心身障害者
福祉手当（市）

月額7000円
※所得制限あり

なし ▷身体障害者手帳1級の人
▷療育手帳A判定の人
▷精神障害者保健福祉手帳1級の人

▷障がい者施設や特別養護老人ホー
ムなどの施設に入所している（療養
型医療施設、介護老人保健施設、短
期入所、グループホームなどを除く）

▷特別障害者手当または障害児福祉
手当を受給している

春日市外国人障害者
福祉手当（市）

月額1万円
※所得制限あり

昭和37年1月
1日以前生まれ

外国人住民で、昭和57年1月1日以前に初診日があ
り、身体障害者手帳1・2級または療育手帳A判定
で、障害基礎年金を受給できない人
※医療機関が作成した診断書の提出が必要です。

▷公的年金を受給している
▷生活保護費を受給している

春日市重度障害者
介護手当（市）

月額6000円

障がい者本人
が3歳以上

次の人を在宅で常時介護している同一住所地の人
▷身体障害者手帳1級（下肢または体幹機能障害
が単一で1級の場合のみ）

▷療育手帳A判定
▷精神障害者保健福祉手帳1級

▷入院、入所、通所、就学、就労などの
理由により、常時介護していると認め
られない

※手当の額はいずれも平成24年度のものです。

■障がい者手当一覧
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○
児
童
扶
養
手
当
制
度

児
童
扶
養
手
当
は
、次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
18
歳
到
達
後
最

初
の
３
月
31
日
ま
で
の
児
童
ま
た

は
20
歳
未
満
で
、障
が
い
の
あ
る

児
童
を
監
護
養
育（
父
に
つ
い
て

は
生
計
も
同
一
で
あ
る
こ
と
）し

て
い
る
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の

父
・
母
ま
た
は
養
育
者
に
対
し
て

支
給
す
る
も
の
で
す
。

▽
父
母
が
婚
姻（
事
実
婚
を
含
む
）

を
解
消
し
た
児
童

▽
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

（
遺
族
年
金
を
受
給
し
て
い
な

い
こ
と
）

▽
父
ま
た
は
母
が
一
定
程
度
障
が

い
の
状
態
に
あ
る
児
童（
児
童

が
公
的
年
金
の
加
算
対
象
に
な

っ
て
い
な
い
こ
と
）

▽
父
ま
た
は
母
の
生
死
が
明
ら
か

で
な
い
児
童

▽
父
ま
た
は
母
か
ら
１
年
以
上
遺

棄
さ
れ
て
い
る
児
童

▽
父
ま
た
は
母
が
裁
判
所
か
ら
の

Ｄ
Ｖ
保
護
命
令
を
受
け
た
児
童

▽
父
ま
た
は
母
が
１
年
以
上
拘
禁

さ
れ
て
い
る
児
童

▽
母
が
婚
姻（
事
実
婚
を
含
む
）に

よ
ら
な
い
で
懐
胎
し
た
児
童

○
特
別
児
童
扶
養
手
当
制
度

特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、心
身

に
一
定
の
障
が
い
が
あ
る
20
歳
未

満
の
児
童
を
監
護
養
育
し
て
い
る

父
母
ま
た
は
養
育
者
に
対
し
て
支

給
す
る
も
の
で
す
。

た
だ
し
、対
象
児
童
が
児
童
福

祉
施
設
な
ど（
通
園
施
設
を
除
く
）

に
入
所
し
て
い
る
と
き
は
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。

※
い
ず
れ
の
手
当
も
所
得
制
限
が
あ

り
ま
す
。詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

児童扶養手当・特別児童扶養手当制度
知っていますか

こども未来課 母子児童担当 　 （584）1111 （584）1115 

現
在
、世
帯
ご
と
に
１
枚
と
な
っ
て
い
る
春
日
市
国
民
健
康

保
険
の
被
保
険
者
証
を
、平
成
25
年
度
か
ら
被
保
険
者
１

人
に
１
枚
の
カ
ー
ド
型
被
保
険
者
証
に
変
更
し
ま
す
。

○
被
保
険
者
証
の
送
付
時
期

カ
ー
ド
型
の
被
保
険
者
証
は
、３
月
中
旬
頃
に
世
帯
主
宛
て

に
送
付
し
ま
す
。世
帯
ご
と
に
１
つ
の
封
筒
に
ま
と
め
て
送
り

ま
す
が
、加
入
者
が
多
い
世
帯
は
、２
つ
以
上
の
封
筒
に
分
け
て

送
付
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
被
保
険
者
証
が
届
い
た
ら
必
ず
内
容
を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

○
被
保
険
者
証
以
外
の
証
明
書
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
次
の
証
明
書
に
つ
い
て
は
、従
来

と
同
じ
様
式
の
ま
ま
で
す
。

▽
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
資
格
証
明
書

▽
国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用（
・
標
準
負
担
額
減
額
）認
定
証

▽
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証（
70
歳
以
上
の
人
に
交
付
）

国民健康保険被保険者証
平成25年度からカード型になります

国保年金課 国保担当 　 （584）1111 （584）1141 

次
の
制
度
に
該
当
す
る
人
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

△新しい被保険者証（カード型）

△被保険者証以外の証明書（写真は一部の証明書）

見本
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冬の星座を観察しよう

　星の館では、毎週、季節の星座や天文現象の観望会を行っています。参加は無料です。
　初心者でも指導員が丁寧に案内しますので、気軽に来館してください。ボランティアも随時募集中です。

期日 時間 内容

2月1日㈮～3日㈰

午後7時～9時

オリオン座大星雲を見よう
  8日㈮～10日㈰

15日㈮～17日㈰
冬の二重星を見よう

22日㈮～24日㈰

開館日　金～日曜日　午後2時～9時
問い合わせ先　白水大池公園星の館（下白水

209ｰ171）
（558）9099
（558）9023
starpalace@skyblue.ocn.ne.jp

※上記以外にも、通常の天体観測や昼間の太陽観察などができます。
また、市ウェブサイトでは、同施設のリーフレットや毎月発行している「ほしぞら新聞」、工作教室などのイベント情報
を見ることができます。

市
民
農
園
の
利
用
者
を
募
集
し
ま

す
。

　
募
集
区
画
数
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。現
時
点
で
空
き
区
画
が
な
い
農

園
は
、空
き
区
画
が
発
生
し
た
際
に
補
充

す
る
た
め
の
登
録
の
み
を
行
い
ま
す
。

利
用
期
間
　
４
月
１
日
㈪
〜
平
成
26
年
３

月
31
日
㈪（
所
有
者
の
同
意
に
よ

り
最
長
５
年
ま
で
延
長
可
）

１
区
画
　
約
30
㎡

利
用
料
　
年
間
５
０
０
０
円

申
込
方
法
　
２
月
18
日
㈪（
必
着
）ま
で
に

希
望
農
園
名（
第
２
希
望
ま
で
）、

利
用
者
の
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

を
往
復
ハ
ガ
キ
の
往
信
面
に
書
い

て
送
る

※
返
信
面
に
は
表
・
裏
と
も
に
何
も
書
か

な
い
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、１
世
帯
１
枚
の
応
募
に
限
り
ま

す
。現
在
農
園
を
利
用
し
て
い
る
世
帯

は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。抽
選
に
漏
れ
た

人
は
、補
欠
者
と
し
て
１
年
間
登
録
し

ま
す
。

応
募
先
　
地
域
づ
く
り
課
商
工
農
政
担
当

（
〒
816
ー
８
５
０
１
春
日
市
役
所
）

市民農園利用者募集
土に触れてみませんか

地域づくり課 商工農政担当 　 （584）1111 （584）1153

農園名 住所 募集区画

天神山 天神山1ｰ28 4区画

白水ヶ丘6 白水ヶ丘6ｰ2 5区画

下白水南 下白水南5ｰ76 9区画

昇町 昇町2ｰ94 8区画

小倉 小倉3ｰ65ｰ1 登録のみ

惣利2 惣利2ｰ74 6区画

上白水3 上白水3ｰ3 1区画

惣利5 惣利5ｰ22 1区画

春日1 春日1ｰ6 登録のみ

春日7 春日7ｰ17 登録のみ

上白水10 上白水10ｰ6 41区画

須玖南6 須玖南6ｰ119 37区画

須玖南4 須玖南4ｰ103 登録のみ

白水ヶ丘4 白水ヶ丘4ｰ106 3区画

※申込多数の場合は抽選により決定します。

■募集状況
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業務内容　18歳未満の子ども、またはその保護者か
らの相談対応業務など

対象　次のいずれかに該当する人
（1）大学などで、児童福祉・社会福祉・児童学・心理
学・教育学・社会学を専修する学科、またはこれら
に相当する課程を修めて卒業した

（2）社会福祉主事として、2年以上児童福祉業務に従
事した

（3）前述の（1）、（2）に準ずる人で、家庭児童福祉の増
進に関して理解と熱意を有し、相談員として必要
な知識経験を有する

任用期間　平成25年4月1日～26年3月31日（1年
間）

勤務日数　週5日（土曜日の勤務あり）
勤務時間　午前8時30分～午後6時のうち7時間30

分（途中45分の休憩あり）
勤務場所　子育て支援センター（すくすくプラザ内）
報酬　月額17万2000円程度（有給休暇・社会保険あ

り、賞与・交通費支給なし）
募集人員　1人
選考方法　作文・面接（2月25日㈪）
応募方法　2月10日㈰（必着）までに履歴書、作文「私

が出会った支援を必要とする子どもたち」（800
字程度）を提出する（郵送可）

応募先　子育て支援課子育て支援担当（〒816ｰ086
3須玖南2ｰ120すくすくプラザ内）

問い合わせ先　子育て支援課 子育て支援担当
（584）1010  （584）7739家庭児童相談員（嘱託）

業務内容　児童センターに来館する児童（0～18歳）への遊
びの提供、親子（幼児）向け遊びの広場の企画・立案・運
営、保護者への子育て支援など

対象　保育士資格、幼稚園教諭、小中高等学校教諭免許のい
ずれかを取得している

※平成25年3月31日までに資格取得見込みの人を含みま
す。

任用期間　平成25年4月1日～26年3月31日（1年間）
勤務日数　週5日（原則として土・日曜日勤務、週休は月曜

日と別に定める1日）
勤務時間　午前9時30分～午後5時45分（途中45分の休憩

あり）
勤務場所　須玖児童センター（すくすくプラザ内）
報酬　月額17万2000円程度（有給休暇・社会保険あり、賞

与・交通費支給なし）
募集人員　1人
選考方法　作文・面接（2月17日㈰）
応募方法　2月10日㈰（必着）までに履歴書、保育士証また

は対象の教諭免許証の写し、作文「児童センターの役割
とは」（800字程度）を提出する（郵送可）

応募先　子育て支援課児童担当（〒816ｰ0863須玖南2ｰ
120すくすくプラザ内）

児童厚生員（嘱託） 問い合わせ先　子育て支援課 児童担当
（573）2431  （584）7739

市嘱託・臨時職員募集
総務課 人事担当　 （584）1111 （584）1145

市
の
嘱
託
・
臨
時
職
員
と
し
て
勤
務
す
る
人
を
募
集
し

ま
す
。詳
し
く
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
応
募
先
に
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

業務内容　障がい者の生活全般の相談・個別支援・障害程度
区分認定調査など

対象　保健師または社会福祉士の資格と普通自動車運転免
許（AT限定可）を持っている人

※平成25年3月31日までに資格取得見込みの人を含みま
す。

任用期間　平成25年4月1日～26年3月31日（1年間）
勤務日数　週5日（月～金曜日）
勤務時間　午前8時30分～午後5時のうち7時間30分（途

中45分の休憩あり）

勤務場所　福祉支援課（市役所1階）
報酬　月額20万2000円程度（有給休暇・社会保険あり、賞

与・交通費支給なし）
募集人員　2人（保健師1人、社会福祉士1人）
選考方法　▷1次：書類審査▷2次：面接（時期は書類審査後

に連絡）
応募方法　2月15日㈮（必着）までに履歴書（A4版）と資格

証の写しを提出する（郵送可）
応募先　福祉支援課障がい担当（〒816ｰ8501春日市役

所）

問い合わせ先　福祉支援課 障がい担当
（584）1111  （584）3090障がい者生活等支援相談員（嘱託）
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業務内容　聴覚障がい者などの手話通訳および登録手話通
訳者のコーディネートなど

対象　手話に堪能で普通自動車運転免許（AT限定可）を持
っている人

任用期間　平成25年4月1日～26年3月31日（1年間）
勤務日数　週5日（月～金曜日）
勤務時間　午前8時30分～午後5時のうち7時間30分（途

中45分の休憩あり）
勤務場所　福祉支援課（市役所1階）

報酬　月額17万2000円程度（有給休暇・社会保険あり、賞
与・交通費支給なし）

募集人員　1人
選考方法　▷1次：書類審査▷2次：面接（時期は書類審査後

に連絡）
応募方法　2月15日㈮（必着）までに履歴書（A4版）を提出

する（郵送可）
応募先　福祉支援課障がい担当（〒816ｰ8501春日市役

所）

専任手話通訳者（嘱託） 問い合わせ先　福祉支援課 障がい担当
（584）1111  （584）3090

○管理栄養士
業務内容　保育所の献立作成、栄養管理、調理指示、衛生

管理指導、保育所巡視、給食材料の発注、献立会議へ
の出席など

対象　管理栄養士資格と普通自動車運転免許（AT限定
可）があり、献立作成、衛生管理・指導の経験がある人

勤務場所　こども未来課（市役所2階）
報酬　月額18万4000円程度（有給休暇・社会保険あり、

賞与・交通費支給なし）
○看護師（A・B）
業務内容　保育所および入所児童の健康管理、衛生指導、

保育、事務など
対象　看護師資格を有し、看護師経験がある人
勤務場所
▷看護師A　昇町保育所（昇町3ｰ159）
▷看護師B　須玖保育所（須玖南2ｰ120すくすくプラザ
内）

報酬　月額18万円程度（有給休暇・社会保険あり、賞与・

交通費支給なし）
○管理員
業務内容　保育所内の物品などの管理・保全清掃など
対象　必要とする資格なし
勤務場所　昇町保育所
報酬　月額14万5000円程度（有給休暇・社会保険あり、

賞与・交通費支給なし）

任用期間　平成25年4月1日～26年3月31日（1年間） 
勤務日数　週5日（月～金曜日）
勤務時間　午前8時30分～午後5時（途中60分の休憩あり）
募集人員　各1人
選考方法　面接（日程は後日連絡）
応募方法　2月14日㈭（必着）までに履歴書と資格証の写し
（管理栄養士・看護師）を提出する（郵送可）

応募先　こども未来課保育所担当（〒816ｰ8501春日市役
所）

問い合わせ先　こども未来課 保育所担当
（584）1111  （584）1115管理栄養士・看護師・管理員（嘱託）

業務内容　不登校・不登校傾向生徒への支援と指導（家庭訪
問、日常的な家庭連絡、学習指導、教育相談、スクール
ソーシャルワーカーとの連携など）

対象　任用日現在有効な中学校教員免許を有する人
任用期間　平成25年4月1日～26年3月31日（1年間）
勤務日数　週5日
勤務時間　午前8時10分～午後5時のうち7時間30分（途

中45分の休憩あり）

勤務場所　市内中学校
報酬　月額19万2000円程度（有給休暇、社会保険あり、賞

与・交通費支給なし）
募集人員　若干名
選考方法　書類審査・面接（2月下旬）
応募方法　2月15日㈮（必着）までに履歴書（A4版）と教員

免許状の写しを提出する
応募先　学校教育課（〒816ｰ8501春日市役所）

不登校専任教員（嘱託） 問い合わせ先　学校教育課
（584）1111  （584）1153
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市嘱託・臨時職員募集

業務内容　介護認定審査会の司会進行および審査会の事
務、介護保険の申請受付業務、オンライン入力業務など

対象　次のいずれかに該当する人で、パソコン（ウインドウ
ズ）の操作ができる人

▷介護支援専門員、社会福祉士、保健師の資格を持つ人
▷官公庁での行政事務経験が1年以上ある人
任用期間　平成25年4月1日～26年3月31日（1年間）
勤務日数　週5日（月～金曜日）
勤務時間　午前8時30分～午後11時のうち7時間30分（フ

レックスタイム制・途中45分の休憩あり）

※週4回程度、午後7時から9時頃まで開催される審査会に
出席する必要があります。
勤務場所　高齢課（市役所1階）
報酬　月額17万6000円程度（有給休暇・社会保険あり、賞

与・交通費支給なし）
募集人員　1人
選考方法　▷1次：書類審査▷2次：面接（日程は後日連絡）
応募方法　2月20日㈬（必着）までに履歴書と資格証の写し
（資格を持つ人）を提出する（郵送可）

応募先　高齢課介護保険担当（〒816ｰ8501春日市役所）

介護認定審査会事務員（嘱託） 問い合わせ先　高齢課 介護保険担当
（584）1111  （584）3090

業務内容　WEBの定期更新、WEBのリニューアル、市報作
成補助など　

※ソフトはドリームウィーバーを使用します。
対象　HTMLに関する基礎知識がある人
任用期間　平成25年4月1日～26年3月31日（1年間）
勤務日数　週5日（月～金曜日）
勤務時間　午前8時30分～午後5時のうち7時間30分（途

中45分の休憩あり）
勤務場所　情報政策課（市役所2階）
報酬　月額17万2000円程度（有給休暇・社会保険あり、賞

与・交通費支給なし）

募集人員　1人
選考方法　書類審査・面接・実技（2月24日㈰予定）
応募方法　２月20日㈬（必着）までに履歴書（A4版）を提出

する（Eメール・郵送可）
※Eメールで提出する場合は履歴書（A4版）をPDF形式で
送ってください。
応募先　情報政策課情報公開広報担当（〒816ｰ8501春日

市役所）
koho@city.kasuga.fukuoka.jp

WEB更新等作業員（嘱託） 問い合わせ先　情報政策課 情報公開広報担当
（584）1111  （584）1142

業務内容　春日市近郊の税金未納者への納付勧奨、収納業
務

対象　パソコン（ワード、エクセル）の操作ができ、自己の所
有する自動車や原動機付自転車などで春日市近郊を巡
回できる人

任用期間　平成25年4月1日～26年3月31日（1年間）
勤務日数　週5日（土・日曜日の勤務あり）
勤務時間　午前8時30分～午後8時のうち7時間30分（途

中60分の休憩あり）
勤務場所　納税課（市役所1階）

報酬　月額20万7000円程度（有給休暇・社会保険あり、賞
与・交通費・業務に係るガソリン代などの燃料費の支給
なし）

募集人員　4人
選考方法　▷1次：書類審査▷2次：面接（2月27日㈬・28日

㈭予定）
応募方法　2月15日㈮午後5時（必着）までに履歴書を提出

する（郵送可）
応募先　納税課納税管理担当（〒816ｰ8501春日市役所）

納税推進員（嘱託） 問い合わせ先　納税課 納税管理担当
（584）1111  （584）1141
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○サポートティーチャー
業務内容　担任と共同での学級運営、障がいのある児童

生徒の学習指導など
対象　任用日現在で有効な小学校または中学校の教員免

許を有する人
※教育または福祉関係の実務経験を有する人が望まし
い。

賃金　1時間当たり1360円（変更の場合あり）
※有給休暇・雇用保険あり、社会保険、賞与・交通費支給な
し。

○特別支援教育支援員
業務内容　障がいのある児童生徒の学校生活上の介助、

学習支援など
対象　必要とする資格なし
※教育または福祉関係の実務経験を有する人が望まし

い。
賃金　1時間当たり790円（変更の場合あり）
※有給休暇・雇用保険あり、社会保険、賞与・交通費支給な
し。

登録期間　平成25年4月1日～26年3月31日（1年間）
※任用は、必要が生じたときに登録者の中から随時面接し、
必要と認める期間で決定します。
勤務日数　原則として週5日（月～金曜日）
勤務時間　午前8時15分～午後5時のうち5時間（途中45

分の休憩あり）
勤務場所　市内小・中学校
応募方法　2月28日㈭（必着）までに履歴書と教員免許状の

写し（サポートティーチャーのみ）を提出する（郵送可）
応募先　学校教育課（〒816ｰ8501春日市役所）

サポートティーチャー・特別支援教育支援員（臨時） 問い合わせ先　学校教育課
（584）1111  （584）1153

業務内容　埋蔵文化財発掘調査および報告書作成業務
対象　平成25年4月1日現在、考古学を履修し、普通自動車

免許（AT限定可）と学芸員資格を有する人（平成25年4
月1日現在で資格取得見込の人を含む）

任用期間　平成25年4月1日～26年3月31日（1年間）
勤務日数　週5日（月～金曜日）
勤務時間　午前8時30分～午後5時（途中60分の休憩あり）
勤務場所　奴国の丘歴史資料館（岡本3ｰ57）
報酬　月額19万2000円程度（社会保険・有給休暇あり、交

通費・賞与支給なし）
募集人員　2人
選考方法　実技試験・面接（2月27日㈬予定）
応募方法　2月25日㈪（必着）までに履歴書を提出する（郵

送可）
※郵送での応募は書留郵便に限ります。
応募先　文化財課管理担当（〒816ｰ0861岡本3ｰ57奴国

の丘歴史資料館内）

埋蔵文化財発掘調査指導員（嘱託） 問い合わせ先　文化財課 管理担当
（501）1144  （573）1077

業務内容　要介護認定調査、介護保険の申請受付業務、オン
ライン入力業務など

対象　介護支援専門員（ケアマネジャー）の資格と普通自動
車運転免許（AT限定可）があり、パソコン（ウインドウ
ズ）操作ができる人

任用期間　平成25年4月1日～26年3月31日（1年間）
勤務日数　週5日（月～金曜日）
勤務時間　午前8時30分～午後4時45分（途中45分の休憩

あり）

勤務場所　高齢課（市役所1階）
報酬　月額20万円程度（有給休暇・社会保険あり、賞与・交

通費支給なし）
募集人員　1人
選考方法　▷1次：書類審査▷2次：面接・筆記試験（日程は

後日連絡）
応募方法　2月20日㈬（必着）までに履歴書と資格証の写し

を提出する（郵送可）
応募先　高齢課介護保険担当（〒816ｰ8501春日市役所）

介護保険　認定調査員（嘱託） 問い合わせ先　高齢課 介護保険担当
（584）1111  （584）3090
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　せっかく受けた「健康診断」。その結果
をあなたの健康管理に生かしています
か。この本は、健診などで行われる一般的
な検査と精密検査を中心に、検査を受け

るために必要な情
報や検査結果の見
方、症状別・病気別
に必要な検査につ
いて分かりやすく
説明しています。

「元気」な身体のつくり方

　ことわざは生活の中で生まれた知恵の
宝庫です。「朝茶はその日の難逃れ」「風邪
にねぎみそ」「秋ナスは嫁に食わすな」な
ど約1000項目のことわざや慣用句を収

録したこの本は、健
康ブームに踊らされ
そうな昨今、健康と
は何かを考えるきっ
かけを与えてくれま
す。

　風邪がはやったり、花粉症の症状が出始めたりと、体調が優れないことの多い季節ですが、日頃の健康管理で予防すること
ができるかもしれません。まだ今年は始まったばかり。健康に必要な三要素は「栄養」「運動」「休養」です。今の生活習慣を見直
して、昨年よりもっと活動的で充実した1年を送りましょう。

『からだに効く和の薬膳便利帳』　　

　   武
たけ

　鈴
りんこ

子／著　家の光協会

498.5タ【棚57】

『最新 病気の検査がよくわかる医学

百科』 　関
せきね

根今
いま お

生／著　主婦と生活社

　　　　　　　　　　492.1サ【棚56】

『暮らしの健康ことわざ辞典』

　 西
にしたに

谷裕
ひろこ

子／編　東京堂出版

388.8ク【棚44】

　「冷え性」だといいながら、毎日冷たい
ビールや生野菜を摂取していませんか。
この本では、「食べるものこそ薬である」
という視点から、食べ物の性質や働き、

体に合う食べ方など
を紹介しています。
諸説あるかと思いま
すが、食生活を見直
すときの参考にどう
ぞ。

☆ひよこのへや（0歳から）　6日㈬、20日㈬

☆こりすのへや（1歳から）　13日㈬、27日㈬

時間　午前11時～11時30分

場所　ふれあい文化センター旧館集会室

◎うさぎのへや（3歳から）　 9日㈯、23日㈯

◎らいおんのへや（小学生）　2日㈯、16日㈯

時間　午後3時～3時30分

場所　市民図書館おはなしコーナー

2月のおはなし会 絵本やわらべうたを一緒に楽しみませんか。

未来
に 気!

市民図書館から 問い合わせ先　市民図書館（大谷6ｰ24）
（584）4646　 （584）3900

医
療
機
関
や
薬
局
を
利
用
し
た
際
に

も
ら
う
領
収
書
や
診
療
明
細
書
は

大
切
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

○
領
収
書

　
　
平
成
18
年
４
月
か
ら
、医
療
機
関
・
薬

局
で
、医
療
費
の
内
容
が
分
か
る
領
収

書
を
発
行
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
領
収
書
は
、医
療
費
を
支
払
っ
た
こ

と
を
示
す
大
切
な
書
類
で
、高
額
療
養

費
の
請
求
や
確
定
申
告
で
医
療
費
控
除

を
受
け
る
際
に
必
要
で
す
。

○
診
療
明
細
書

　
　
平
成
20
年
４
月
か
ら
、領
収
書
と
は

別
に
交
付
し
て
お
り
、初
診
・
検
査
・
投

薬
な
ど
の
内
容
が
項
目
ご
と
に
詳
し
く

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。専
門
的
で
分
か

り
に
く
い
内
容
で
す
が
、ど
の
よ
う
な

治
療
が
行
わ
れ
、ど
れ
だ
け
の
医
療
費

が
掛
か
っ
て
い
る
の
か
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
る
大
切
な
資
料
で
す
。

　
　
ま
た
、診
療
内
容
に
疑
問
や
不
安
が

あ
る
と
き
は
、診
療
明
細
書
に
基
づ
い

て
医
師
や
薬
剤
師
に
具
体
的
な
質
問
を

し
た
り
、自
分
で
調
べ
た
り
す
る
こ
と

が
で
き
、初
め
て
行
く
医
療
機
関
な
ど

に
持
っ
て
い
く
と
、以
前
受
け
た
診
療

の
内
容
を
正
確
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

※
一
部
の
医
療
機
関
で
は
、「
診
療
明
細

書
」を
、有
料
で
交
付
、も
し
く
は
交
付

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

病院や薬局でもらう領収書・診療明細書
大切に保管しましょう

国保年金課 国保担当 　 （584）1111 （584）1141
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～まちの話題や人の紹介～

　国際協力機構（JICA）のシニア海外ボランティアの一員としてドミニカ共和国へ赴
任する林

はやし

 直
なおゆき

行さんが、昨年12月19日、市役所を訪れました。
　シニア海外ボランティアは、自分の能力や経験を生かし、開発途上国などの人づく
りや国づくりに協力する国際ボランティア。中南米やアジア、アフリカなど約80カ国
で、40歳から69歳までの経験豊かな人材が活躍しています。林さんの派遣期間は今
年1月から2年間。現地の市役所で廃棄物処理の支援を行います。

　現在68歳の林さん。59歳で大学に合格し、62歳で修士、67歳で博士を取り、68歳でこのボランティアに参加す
るためスペイン語に挑戦しています。出発前の意気込みを尋ねると「新しいことにチャレンジするのは楽しい。頑
張りすぎず、ゆっくりと落ち着いて現地の人たちと一緒に活動したいです」とのこと。井上市長は「聴けば聴くほど
頭が下がります。さまざまな経験を若い人たちにも伝えてください」と話しました。

林　直行さん

シニア海外ボランティアでドミニカ共和国へ

　子ども若者育成や子育て支援活動事例の紹介を行う「チャイル
ド・ユースサポート章」を、この度、春日市在住の江

えぞえ

副吉
よし こ

子さんが受
章しました。この受章の伝達式を、江副さんと活動を共にしている
ちくしネイチャーゲームの会の小

こみなと

湊正
まさのり

憲さんと溝
みぞぐち

口澄
すみ こ

子さん同席
のもと春日市役所で行いました。

　江副さんは、子どもたちに身近な自然を感じてもらおうと、平成18年度から、春日市で「週末子どもクラブ（日本
キャンプ協会がキャンプの楽しさや教育的意義を知ってもらうため、また、週末を使って継続的に行われる場づく
りのために提案したもの）」を開催してきました。地元のボランティアや市内小学校とも連携して運営に当たって
おり、この活動を通して多くの子どもたちが人間関係を学び成長していきました。井上市長は「このような活動を
長く続けていただき感謝しています。これからも活躍を期待しています」と受章をたたえました。

江副吉子さん

チャイルド・ユースサポート章を受章

　春日南中学校が、「平成24年度優れた『地域によ
る学校支援推進活動』推進にかかる文部科学大臣表
彰」を受賞しました。これはコミュニティ・スクール
の活動が評価されたもの。同校では「夏休みラジオ
体操支援」「地域感謝デー」「地域夏祭り支援」を中心
に、さまざまな地域貢献活動を積極的に実施しています。
　昨年12月14日、受賞報告のため市役所を訪れた同校校長と同中学校区の各自治会会長の皆さん。合

ごう や

屋 智
さとし

校長
の「今回の表彰は自治会や地域の皆さんの協力のおかげです」との言葉に、自治会長は「学校支援というより、地域
も生徒に支援してもらっている。これからも互いに協力し、地域に開かれた学校づくりを推進しましょう」と話し
ました。

春日南中学校

文部科学大臣表彰を受賞

平成25年2月1日号

▶
井
上
市
長
に
意
気
込
み
を
語
る
林
さ
ん

▶（
左
か
ら
）井
上
市
長
、江
副
さ
ん
、山
本

教
育
長
、小
湊
さ
ん
、溝
口
さ
ん

◀
左
か
ら
北き

た
だ田
自
治
会
長（
天
神
山
）、

川か
わ
さ
き崎
同
会
長（
大
土
居
）、福ふ
く
な
が永
教
諭（
南

中
）、合
屋
校
長
、光み
つ
い
し石
同
会
長（
松
ヶ

丘
）、荒あ
ら
き木
同
会
長（
白
水
池
）、後ご
と
う藤
同

会
長（
紅
葉
ヶ
丘
）、田た
は
ら原
同
会
長（
塚
原

台
）、井
上
市
長
、樋ひ
ぐ
ち口
同
会
長（
惣
利
）、

山
本
教
育
長
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～まちの話題や人の紹介～
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　昨年12月13日、匿名の女性から「もうすぐお正月なので、お餅をた
くさん食べてください」と、同館に現金10万円の寄付がありました。
　早めのお年玉を頂いた同館は、さっそく同月27日・28日に餅を食
べる催しを開催。利用者は、たくさんのあんこ餅やきな粉餅をおいし
くいただきました。
　同館障害者就労支援センターゆり工房施設長の吐

はきあい

合範
のり こ

子さんは「思いがけないプレゼントで本当にびっくりし
ました。大変感謝しています」と話しました。
　なお、今回の残金は、利用者のために有意義に活用されます。

福祉ぱれっと館

善意の寄附でお餅会

　1月14日、ふれあい文化センターで、20歳の門出を祝う「春日
市成人式」を行いました。
　市内では1275人（平成24年11月末現在）が新たに成人の仲間
入り。当日は、式典のほか、成人式実行委員会による企画やパネ
ル展示、記念集合写真の撮影などを実施しました。参加者は気持

ちを新たにするとともに、旧友との再会を喜んでいました。　

気持ちも新たに

春日市成人式
▶
新
成
人
代
表
の
言
葉
を
述
べ
る
井い
の
う
え上

晃こ
う
た太
さ
ん

　前年に結婚した夫婦を披露し祝う｢婿押し祭り｣が、1月14日に春日神社で行われました。
　数百年続くといわれるこの祭りは、同神社氏子の三期組合を中心に、独特のしきたりに則って行われる全国的に
も珍しい神事で、国指定重要無形民俗文化財に指定されています。
　宿の行事で氏子たちに2組の夫婦が紹介された後、男たちは締め込み姿になり｢樽

たる

せり｣へ。寒さで身が引き締ま
る中、威勢よく御

みいけ

池に飛び込み、五穀豊穣と開運がかなうといわれる樽を奪い合いました（表紙参照）。

2組の新郎新婦を祝福

国指定重要無形民俗文化財「春日の婿押し」

2

31

5

1．婿押し（拝殿揉み）
2．宿の行事（婿と婿抱きの盃）
3．若水祝い
4．左義長
5．子どもの樽とり

4
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第
13
回
菜
の
花
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

参
加
者
募
集

対
象
　
市
内
に
居
住
、ま
た
は
市
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
協
会
が
認
め
る
ク
ラ

ブ
に
所
属
し
て
い
る
小
・
中
学

生

日
時
　
３
月
17
日
㈰

午
前
９
時
15
分
〜
午
後
５
時

（
受
付
：
午
前
９
時
〜
）

場
所
　
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
競
技

場（
大
谷
６
ー
28
）

種
目

▽
小
学
生
の
部

男
ダ
ブ
ル
ス
・
シ
ン
グ
ル
ス
、女
ダ
ブ

ル
ス
・
シ
ン
グ
ル
ス

▽
中
学
生
の
部

男
ダ
ブ
ル
ス
・
シ
ン
グ
ル
ス
、女
ダ
ブ

ル
ス
・
シ
ン
グ
ル
ス

参
加
費

　
１
人
１
種
目
５
０
０
円

申
込
方
法

　
２
月
22
日
㈮
ま
で
に
フ
ァ

ッ
ク
ス
で
出
場
種
目
、氏
名（
ふ

春日市役所
☎（584）1111

　 www.city.kasuga.fukuoka.jp

情報ひろば

り
が
な
）、年
齢（
学
年
）、学
校

名
、性
別
、実
績
を
明
記
し
て
送

る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
市
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
協
会
　
児こ

じ
ま島

（
５
７
２
）１
９
０
９（

兼
用
）

健
康
サ
ー
ク
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

活
動
発
表
会

　
春
日
市
健
康
サ
ー
ク
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
所
属
す
る
団
体
が
、エ
ア
ロ
ビ
ク

ス
や
ダ
ン
ス
な
ど
、日
頃
い
き
い
き
プ

ラ
ザ
で
活
動
し
て
い
る
成
果
を
発
表
し

ま
す
。

　
入
場
は
無
料
で
す
。

日
時
　
２
月
24
日
㈰

午
後
１
時
〜
４
時

場
所
　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館

サ
ン
ホ
ー
ル（
大
谷
６
ー
24
）

問
い
合
わ
せ
先
　
健
康
課
健
康
増
進
担

当

（
５
０
１
）１
１
３
４

（
５
０
１
）０
０
５
１

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

栄
養
相
談

　
生
活
習
慣
病
や
子
ど
も
の
食
事
な

ど
、食
生
活
に
関
す
る
悩
み
に
つ
い
て
、

管
理
栄
養
士
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま

す
。

　
前
日
ま
で
に
予
約
が
必
要
で
す
。詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
　

日
時
　
２
月
13
日
㈬
・
27
日
㈬

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分
の

う
ち
１
時
間
程
度

場
所
　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
３
階
会
議
室

（
昇
町
１
ー
１
２
０
）

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先
　
健
康
課
保
健

指
導
担
当

（
５
０
１
）１
１
３
４

（
５
０
１
）０
０
５
１

カ
ネ
ミ
油
症
患
者
の

同
居
家
族
の
認
定
申
請
に
つ
い
て

　
油
症
診
断
基
準
が
改
定
さ
れ
、カ
ネ

ミ
油
症
患
者
の
油
症
発
生
当
時
の
同
居

家
族
の
う
ち
、一
定
の
基
準
を
満
た
し

た
人
が
新
た
に
認
定
の
対
象
と
な
り
ま

し
た
。

　
な
お
、平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
に

申
請
を
し
て
認
定
さ
れ
た
人
は
、平
成

25
年
度
の
健
康
実
態
調
査
の
対
象
に
な

り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

対
象
　
次
の
項
目
を
全
て
満
た
す
人

▽
油
症
発
生
当
時
、油
症
患
者（
認
定
患

者
）と
同
居
し
て
い
た

▽
油
症
発
生
当
時
、カ
ネ
ミ
倉
庫
社
製

の
米
ぬ
か
油
を
摂
取
し
て
い
た

▽
現
在
、心
身
の
症
状
が
あ
り
、治
療
そ

の
他
の
健
康
管
理
が
継
続
的
に
必
要

で
あ
る

問
い
合
わ
せ
先
　
県
保
健
衛
生
課

（
６
４
３
）３
２
８
０

（
６
４
３
）３
２
８
２

筑
紫
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

慢
性
腎
臓
病
予
防
講
演
会

　
自
覚
症
状
が
な
い
ま
ま
進
行
し
、重

症
化
す
る
慢
性
腎
臓
病
は
、生
活
習
慣

病
と
の
関
連
が
深
く
、誰
も
が
か
か
る

可
能
性
の
あ
る
病
気
で
す
。発
症
予
防

や
重
症
化
防
止
に
つ
い
て
、専
門
医
が

分
か
り
や
す
く
講
演
し
ま
す
。

　
参
加
は
無
料
で
す
。

日
時
　
３
月
７
日
㈭

午
後
２
時
〜
４
時

場
所
　
筑
紫
総
合
庁
舎
大
会
議
室（
大

野
城
市
白し

ら
き
ば
る

木
原
３
ー
５
ー
25
）

テ
ー
マ
　
１
３
０
０
万
人
の
腎
臓
病

（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）

講
師
　
島し

ま
ま
つ松
和か

ず
ま
さ正
さ
ん（
島
松
内
科
医

院
院
長
）

定
員

　
70
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

　
電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
同
事
務
所
健

康
増
進
課
健
康
増
進
係

（
５
１
３
）５
５
８
３

（
５
１
３
）５
５
９
８

ゆ
と
り
あ
る
介
護
の
た
め
に

介
護
を
考
え
る
交
流
会

　
小
規
模
多
機
能
施
設
の
職
員
を
招

き
、介
護
施
設
に
つ
い
て
話
し
ま
す
。

日
時
　
２
月
21
日
㈭

　
　
　
午
後
１
時
〜
３
時

場
所
　
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
大
会
議

室（
昇
町
３
ー
１
０
１
）

テ
ー
マ
　
明
る
く
介
護
を
す
る
コ
ツ
！

教
え
て
！
小
規
模
多
機
能
施
設

の
こ
と

申
込
方
法

　２
月
19
日
㈫
ま
で
に
電
話

か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、氏
名
、

電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
先
　
市
社
会
福
祉
協
議
会
地
域
福

祉
課

（
５
８
１
）７
２
２
５

（
５
８
１
）７
２
５
８

問
い
合
わ
せ
先
　
介
護
を
考
え
る
家
族

の
会「
ひ
だ
ま
り
の
会
」　
服は

っ
と
り部

（
５
８
２
）５
７
９
８（

兼
用
）
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検
査
日
時
　
３
月
５
日
㈫

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

検
査
会
場
　
同
支
援
学
校（
筑
紫
野
市

牛う
し
じ
ま島
１
１
４
）

検
査
内
容
　
幼
児
へ
の
簡
単
な
調
査
と

保
護
者
の
面
接

合
格
発
表
　
３
月
15
日
㈮

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
同
支
援
学
校

（
９
２
４
）１
１
０
１

（
９
２
８
）８
７
４
２

http://fuku-vss.fku.ed.jp/

筑
紫
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

精
神
保
健
福
祉
家
族
講
座

　
精
神
障
が
い
者
が
い
る
家
族
、関
係

機
関
職
員
、一
般
の
人
な
ど
を
対
象
と

し
た
、専
門
医
に
よ
る
講
演
会
で
す
。

　
参
加
は
無
料
で
す
。

日
時
　
２
月
28
日
㈭

午
後
２
時
〜
４
時（
受
付
：
午
後

１
時
30
分
〜
）

場
所
　
筑
紫
総
合
庁
舎
大
会
議
室（
大

野
城
市
白し

ら
き
ば
る

木
原
３
ー
５
ー
25
）

演
題
　
最
近
の
精
神
保
健
医
療
福
祉
の

動
向
に
つ
い
て

講
師
　
林

は
や
し

　
道み

ち
ひ
こ彦
さ
ん（
朝
倉
記
念
病

院
院
長
）

定
員
　
50
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

　
２
月
21
日
㈭
ま
で
に
電
話

か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、氏
名
、

電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
同
事
務
所
健

康
増
進
課
精
神
保
健
係

（
５
１
３
）５
５
８
５

（
５
１
３
）５
５
９
８

生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

内
容（
定
員
）・
日
時

▽
金
融
ト
ラ
ブ
ル
編（
30
人
）

３
月
７
日
㈭
、午
前
10
時
〜
正
午

▽
省
エ
ネ
編（
30
人
）

３
月
12
日
㈫
、午
前
10
時
〜
正
午

▽
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
編（
30
人
）

３
月
14
日
㈭
、午
後
１
時
〜
３
時

▽
携
帯
用
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
作
り（
20

人
）

３
月
16
日
㈯
、午
前
10
時
〜
正
午

場
所
　
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー（
昇
町

３
ー
１
０
１
）

参
加
費
　
無
料（
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
作

り
の
み
１
０
０
円
が
必
要
）

申
込
方
法
　
２
月
28
日
㈭
ま
で
に
電

話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
の

い
ず
れ
か
で
住
所
、氏
名
、電
話

番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
同
セ
ン
タ
ー

（
５
０
１
）１
１
３
６

（
５
８
１
）７
２
５
８

kasuga-volo@
aioros.ocn.ne.jp

福
岡
視
覚
特
別
支
援
学
校

幼
稚
部
入
学
者
募
集

　
県
立
福
岡
視
覚
特
別
支
援
学
校
幼
稚

部
の
入
学
者
を
募
集
し
ま
す
。

対
象

　
平
成
19
年
４
月
２
日
〜
22
年
４

月
１
日
に
生
ま
れ
た
視
覚
に
障

が
い
が
あ
る
幼
児

募
集
期
間

　
２
月
４
日
㈪
〜
18
日
㈪

定
員

　
若
干
名

※
申
込
方
法
な
ど
、詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

春
日
市
母
子
寡
婦
福
祉
会

日
帰
り
バ
ス
ハ
イ
ク「
い
ち
ご
狩
り
」

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
子
を
対
象
に
、

日
帰
り
バ
ス
ハ
イ
ク
を
行
い
ま
す
。子

ど
も
と
一
緒
に
ち
ょ
っ
と
ゆ
っ
く
り
し

ま
せ
ん
か
。

日
時
　
３
月
３
日
㈰

午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
予
定
）

※
市
役
所
玄
関
前
に
集
合
し
、午
前
９

時
30
分
に
出
発
し
ま
す
。

行
き
先
　
八
女
市
他

参
加
費

▽
大
人
　
１
０
０
０
円

▽
中
学
・
高
校
生
　
５
０
０
円

▽
小
学
生
以
下
　
無
料

定
員
　
50
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

申
込
方
法
　
２
月
10
日
㈰
ま
で
に
電
話

か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、氏
名
、

年
齢
、電
話
番
号
を
伝
え
る

※
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
が
必
要
な
人

は
、早
め
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
同
会
白
水
大

池
公
園
内
虹
の
売
店

（
５
９
６
）９
９
２
５（

兼
用
）

筆
談
サ
ポ
ー
タ
ー

体
験
し
ま
せ
ん
か

　
聞
こ
え
に
つ
い
て
学
び
、身
近
に
い

る
聞
こ
え
の
不
自
由
な
人
と
筆
談
で
楽

し
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
た

め
の
講
座
で
す
。

　
受
講
は
無
料
で
、託
児（
１
人
５
０
０

円
）も
あ
り
ま
す
。

対
象
　
身
近
に
聞
こ
え
の
不
自
由
な
人

が
い
る
人
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

興
味
が
あ
る
人
、聞
こ
え
に
不

自
由
を
感
じ
て
い
る
人

日
時
　
３
月
４
日
㈪

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所
　
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階
会

議
室（
昇
町
３
ー
１
０
１
）

定
員
　
20
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法
　
電
話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、ハ
ガ

キ
の
い
ず
れ
か
で
住
所
、氏
名

（
ふ
り
が
な
）、電
話
番
号
を
伝

え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
春
日
要
約
筆

記
の
会「
で
ん
で
ん
虫
」（
〒
816

ー
０
８
５
１
昇
町
３
ー
１
０
１

か
す
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
内
）

（
５
０
１
）１
１
３
６

（
５
８
１
）７
２
５
８

か
す
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

生
活
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
生
活
機
能
の
低
下
で
日
常
生
活
に
支

障
が
あ
る
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど

を
有
償
で
支
援
す
る
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養

成
講
座
で
す
。

　
参
加
は
無
料
で
す
。

対
象
　
講
座
終
了
後
に
サ
ポ
ー
タ
ー
と

し
て
活
動
で
き
る
人

日
時
・
内
容

▽
２
月
26
日
㈫

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

春
日
市
の
福
祉
施
策
の
現
状
と
課

題
、地
域
福
祉
の
推
進
力
、高
齢
者
・

認
知
症
高
齢
者
の
基
礎
知
識
、サ
ポ

ー
ト
す
る
と
き
の
マ
ナ
ー

▽
２
月
27
日
㈬

午
前
９
時
15
分
〜
午
後
０
時
20
分

地
域
の
新
た
な
支
援
活
動
、修
了
証

渡
し
な
ど

場
所
　
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
大
会
議

室（
昇
町
３
ー
１
０
１
）

定
員
　
20
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

申
込
方
法
　
２
月
21
日
㈭
ま
で
に
電

話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
の

い
ず
れ
か
で
住
所
、氏
名
、電
話

番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
か
す
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

（
５
０
１
）１
１
３
６

（
５
８
１
）７
２
５
８

kasuga-volo@
aioros.ocn.ne.jp

か
す
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

春
の
い
ろ
い
ろ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

　
新
し
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
層
の
発
掘
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
の
た
め
の

講
座
を
行
い
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
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福
岡
地
区
障
が
い
者

雇
用
促
進
面
談
会

　
障
が
い
者
の
就
業
機
会
の
拡
大
を
目

的
に
、求
人
事
業
所
44
社（
予
定
）が
参

加
す
る
雇
用
促
進
面
談
会
を
行
い
ま

す
。

　
参
加
は
無
料
で
、予
約
も
不
要
で
す
。

日
時
　
２
月
12
日
㈫

正
午
〜
午
後
４
時

場
所
　
福
岡
国
際
会
議
場
多
目
的
ホ
ー

ル（
福
岡
市
博
多
区
石せ

き
じ
ょ
う
ま
ち

城
町
２

ー
１
）

問
い
合
わ
せ
先
　
福
岡
南
公
共
職
業
安

定
所

の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者（
２

日
間
と
も
参
加
で
き
る
親
子
に

限
る
）

日
時
　
２
月
26
日
㈫
、３
月
６
日
㈬

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所

　す
く
す
く
プ
ラ
ザ（
須
玖
南
２

ー
１
２
０
）

内
容
　
親
子
あ
そ
び（
タ
ッ
チ
ケ
ア
な

ど
）、保
護
者
同
士
の
交
流
会
、

保
育
士
・
保
健
師
に
よ
る
相
談

（
希
望
者
の
み
）

定
員
　
10
組（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法
　
２
月
12
日
㈫
〜
19
日
㈫
に

電
話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
で
居
住
地
区
、子

ど
も
の
名
前
・
生
年
月
日
、電
話

（
５
１
３
）８
６
０
９

（
５
１
３
）８
６
０
６

お
出
掛
け
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
せ
ん
か

は
じ
め
ま
し
て
♪
あ
か
ち
ゃ
ん

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、お
出
掛

け
デ
ビ
ュ
ー
や
友
達
づ
く
り
を
応
援

し
て
い
ま
す
。月
齢
が
近
い
親
子
同
士

で
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
を
楽
し
み
ま
せ
ん

か
。

　
参
加
は
無
料
で
す
。

対
象
　
平
成
24
年
８
月
〜
11
月
生
ま
れ

番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー

（
５
８
４
）１
０
１
０

（
５
８
４
）７
７
３
９

kosodate@
city.kasuga.fukuo

ka.jp

地
域
で
子
ど
も
を
育
て
る

取
り
組
み
実
践
発
表
会

　
学
校
と
地
域
が
連
携
・
協
力
し
て
取

り
組
ん
で
き
た
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
広
場
の

活
動
や
通
学
合
宿
に
つ
い
て
発
表
し
ま

す
。

　
春
日
西
小
学
校
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
広
場

に
よ
る
合
唱
の
発
表
も
行
い
ま
す
。

対
象
　
地
域
で
子
ど
も
の
健
全
育
成
に

従
事
し
て
い
る
、ま
た
は
今
後

活
動
し
た
い
人

日
時
　
２
月
17
日
㈰

　
　
　
午
後
２
時
〜
４
時

場
所
　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館

大
会
議
室（
大
谷
６
ー
24
）

内
容
　
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
広
場
・
通
学
合

宿
事
業
の
説
明
と
実
践
事
例
発

表
、質
疑
応
答
、指
導
助
言
な
ど

申
込
方
法
　
２
月
14
日
㈭
ま
で
に
電

話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
の

い
ず
れ
か
で
氏
名
、自
治
会
ま

た
は
所
属
団
体
名
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
社
会
教
育
課

社
会
教
育
担
当

（
５
７
５
）４
１
２
１

（
５
９
３
）７
３
８
０

syakai@
city.kasuga.fukuoka.jp

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

す
く
す
く
育
児
相
談

　
身
長
・
体
重
の
測
定
や
離
乳
食
、成
長

発
達
、予
防
接
種
な
ど
の
悩
み
に
つ
い

て
、保
健
師
・
管
理
栄
養
士
が
無
料
で
相

談
に
応
じ
ま
す
。

期
日
・
場
所

▽
２
月
５
日
㈫

光
町
児
童
セ
ン
タ
ー（
光
町
２
ー
１

８
０
ー
４
）

▽
２
月
26
日
㈫
、３
月
19
日
㈫

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー
１
２

０
）

▽
３
月
５
日
㈫

須
玖
児
童
セ
ン
タ
ー（
須
玖
南
２
ー

１
２
０
す
く
す
く
プ
ラ
ザ
内
）

時
間
　
午
前
10
時
〜
11
時（
児
童
セ
ン

タ
ー
は
午
前
11
時
30
分
ま
で
）

持
っ
て
く
る
も
の
　
母
子
健
康
手
帳

問
い
合
わ
せ
先
　
健
康
課
保
健
指
導
担

当

（
５
０
１
）１
１
３
４

（
５
０
１
）０
０
５
１

困ったときは
消費生活センターへ

相談日　毎週月～金曜日
時　間　午前10時～午後0時15分、
　　　　午後1時～4時
場　所　市消費生活センター（光町1-73）☎（584）1155（直通）

中古車取引にかかわるトラブル
○相談事例
　中古車を100万円のクレジット払いで購入することに決め、ク
レジットの契約書はまだ書いていないが、購入申込書に記入し
た。しかし、よく考えたら払えそうにないので、後日解約を申し出
た。すると、販売店から25％の解約料を請求された。支払わない
といけないのか。
○ひとこと助言
　契約の成立日は、現金販売の場合は「自動車の登録日」「注
文により販売会社が改造・架装・修理に着手した日」「自動車の
引渡し日」のいずれか早い日となりますが、クレジット販売の場合
は信販会社などの承諾時となります。この事例はクレジット払い
の契約に当たり、まだクレジット契約書を出していないため契約
は成立せず、解約料も生じません。
　他にも、ネットオークションでの中古車の落札は「現物・現状
渡し」を前提としている場合が多く、不具合が起きた時の保証な
どは期待できないことがほとんどで
す。現物を確認せずに購入するこ
とは大きなリスクを伴うということを
認識しておく必要があるでしょう。
トラブルの際は、早めに消費生活
センターに相談してください。
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初
級
ハ
ン
グ
ル
講
座

受
講
者
募
集

　
お
宝
文
化
人
の
高た

か
や
ま山

　
質

た
だ
し
さ
ん
が
行

う
初
級
ハ
ン
グ
ル
講
座
で
す
。

　
参
加
は
、原
則
と
し
て
全
５
回
と
も

受
講
で
き
る
人
に
限
り
ま
す
。

期
日
・
内
容

▽
３
月
19
日
㈫
　
ハ
ン
グ
ル
の
挨あ

い
さ
つ拶

▽
３
月
20
日
㈬
　
ハ
ン
グ
ル
の
文
型
と

会
話
　

▽
３
月
21
日
㈭
　
基
本
単
語
と
ハ
ン
グ

ル
の
歌

▽
３
月
22
日
㈮
　
基
本
単
語
と
会
話

▽
３
月
23
日
㈯
　
ま
と
め

時
間
　
午
前
11
時
〜
正
午

場
所
　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館

学
習
室
４（
大
谷
６
ー
24
）

参
加
費
　
１
０
０
０
円（
全
５
回
分
、納

入
後
の
返
金
不
可
）

定
員
　
25
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法
　
電
話
か
Ｅ
メ
ー
ル
で
住

所
、氏
名
、電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
高
山

（
５
７
１
）５
２
６
４

takayam
a-911@

oregano.ocn.
ne.jp

食
育
講
演
会

参
加
者
募
集

　
小
・
中
学
生
の
間
で
朝
食
欠
食
や
、い

わ
ゆ
る「
ひ
と
り
食
べ
」が
増
え
て
お

り
、そ
の
こ
と
で
心
身
の
不
調
を
き
た

す
事
例
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
が
心
身
と
も
に
健
康
な

生
涯
を
送
れ
る
よ
う
、子
ど
も
時
代
の

生
活
と
食
事
に
つ
い
て
、一
緒
に
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

　
参
加
は
無
料
で
、申
し
込
み
も
不
要

で
す
。

対
象
　
子
ど
も
の
食
生
活
に
興
味
・
関

心
の
あ
る
人

日
時
　
２
月
18
日
㈪

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

（
受
付
：
午
後
１
時
〜
）

場
所
　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
健
康
指
導
室

（
昇
町
１
ー
１
２
０
）

内
容
　
子
ど
も
時
代
に
身
に
付
け
て
お

き
た
い
食
生
活
に
つ
い
て

講
師
　
廣ひ

ろ
は
た畑
一い

つ
よ代
さ
ん（
久
留
米
信
愛

女
学
院
短
期
大
学
名
誉
教
授
）

定
員
　
50
人
程
度（
先
着
順
）

問
い
合
わ
せ
先
　
健
康
課
保
健
指
導
担

当

（
５
０
１
）１
１
３
４

（
５
０
１
）０
０
５
１

パ
パ
マ
マ
教
室

参
加
者
募
集

　
夫
婦
で
こ
れ
か
ら
の
出
産
や
育
児
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象
　
妊
娠
経
過
が
順
調
で
、出
産
予

定
日
が
５
月
・
６
月
の
妊
婦
と

そ
の
夫

日
時
　
３
月
２
日
㈯

　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

場
所
　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

内
容
　
助
産
師
に
よ
る
話｢

お
産
の
仕

組
み
と
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン｣

、

育
児
実
技（
も
く
浴
実
習
な
ど
）

参
加
費
　
１
組
４
０
０
円

定
員
　
16
組（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

持
っ
て
く
る
も
の
　
母
子
健
康
手
帳

申
込
方
法
　
２
月
15
日
㈮（
必
着
）ま
で

に
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、氏
名

（
夫
婦
と
も
）、年
齢
、電
話
番

号
、出
産
予
定
日
を
書
い
て
送

る

※
返
信
用
ハ
ガ
キ
に
は
住
所
、氏
名
を

書
き
、裏
面
は
白
紙
で
送
っ
て
く
だ

さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
健
康
課
保
健

指
導
担
当「
パ
パ
マ
マ
教
室
申

込
受
付
」係（
〒
816
ー
０
８
５
１

昇
町
１
ー
１
２
０
い
き
い
き
プ

ラ
ザ
内
）

（
５
０
１
）１
１
３
４

（
５
０
１
）０
０
５
１

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
を
活
用

プ
ラ
ン
タ
ー
菜
園
講
座

　
生
ご
み
堆
肥
を
使
い
、プ
ラ
ン
タ
ー

で
春
か
ら
夏
に
か
け
て
の
野
菜
を
育
て

て
み
ま
せ
ん
か
。

　
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
の
熟
成
方

法
の
こ
つ
な
ど
も
教
え
ま
す
。

　
参
加
は
無
料
で
す
。

対
象
　
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
講
習

会
を
受
講
し
た
人

日
時
　
３
月
15
日
㈮

　
　
　
午
後
２
時
〜
４
時

場
所
　
市
役
所
４
０
４
・
４
０
５
会
議

室（
市
役
所
４
階
）

定
員
　
30
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法
　
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、氏
名
、電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
ご
み
減
量
推

進
課

（
５
８
４
）１
１
１
１

（
５
８
４
）１
１
４
７

ふ
く
お
か
省
エ
ネ

節
電
県
民
運
動

　
県
は
、県
民
一
人
一
人
が
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
効
率
的
に
利
用
し
、家
庭
生
活
や

経
済
活
動
に
支
障
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と

な
く
省
エ
ネ
・
節
電
を
定
着
さ
せ
て
い

く
た
め
、「
ふ
く
お
か
省
エ
ネ
・
節
電
県

民
運
動
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

対
象
　
県
内
に
居
住
す
る
人

内
容
　
事
前
に
宣
言
書
で
登
録
を
行

い
、１
月
・
２
月
の
電
気
使
用
量

を
報
告
す
る

※
夏
の「
ふ
く
お
か
省
エ
ネ
・
節
電
県
民

運
動
」に
参
加
し
た
人
は
、再
度
宣

言
書
を
提
出
す
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
夏
に
受
け
取
っ
た
宣
言
証（
エ
コ
ト

ン
ス
ト
ラ
ッ
プ
）を
そ
の
ま
ま
使
用

で
き
ま
す
。

特
典

▽
前
年
度
と
比
較
し
て
、削
減
で
き
た

人
の
中
か
ら
抽
選
で
県
産
米
な
ど
が

当
た
り
ま
す
。

▽
登
録
し
た
人
に
は
、協
賛
企
業
店
で

さ
ま
ざ
ま
な
特
典
が
受
け
ら
れ
る

「
宣
言
証
」を
郵
送
し
ま
す
。協
賛
企

業
や
特
典
の
内
容
は
、県
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法
　
３
月
８
日
㈮（
当
日
消
印

有
効
）ま
で
に
宣
言
書（
チ
ラ

シ
）を
フ
ァ
ッ
ク
ス
、郵
送
、Ｅ

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
送
る

※
宣
言
書
は
市
環
境
課
窓
口（
市
役
所

３
階
）、県
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
入
手
で

き
ま
す
。ま
た
、ふ
く
お
か
エ
コ
ラ
イ

フ
応
援
サ
イ
ト（

http://w
w
w
.

ecofukuoka.jp/

）の「
ふ
く
お
か
省

エ
ネ
・
節
電
県
民
運
動
」特
設
ペ
ー
ジ

か
ら
も
登
録
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
県
環
境
保
全
課
地
球

温
暖
化
対
策
係

（
６
４
３
）３
３
５
６

（
６
４
３
）３
３
５
７

chikyu@
pref.fukuoka.lg.jp
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　東日本大震災の大津波から一本だけ残った「奇跡の一本松」を枯死後も復興の象
徴として保存するため、岩手県陸前高田市が募金の協力を呼び掛けています。
募金方法
▷岩手銀行口座振込
口座：岩手銀行高田支店 普通 2051836
名義：奇跡の一本松保存募金 代表 陸前高田市長 戸羽太

▷ゆうちょ銀行口座振込
口座：02290 ｰ 9 ｰ 127013
名義：奇跡の一本松保存募金

▷現金書留
送付金額、住所、氏名、電話番号を記載した文書を現金と併せ
て同封し、現金書留で陸前高田市都市計画課宛てに郵送する
※受領書を後日送付します。
送付・問い合わせ先　岩手県陸前高田市都市計画課（〒029ｰ

2292岩手県陸前高田市高
たかたちょう

田町鳴
なるいし

石42ｰ5）
0192（54）2111　 0192（54）3888

岩手県陸前高田市
奇跡の一本松保存募金にご協力を

「
続
・
地
名
が
語
る
春
日
の
む
か
し
」

郷
土
講
座
受
講
者
募
集

　
今
に
残
る
地
名
を
手
掛
か
り
に
、春

日
市
の
昔
を
探
る
講
座
で
す
。現
在
の

白
水
小
学
校
か
ら
春
日
西
小
学
校
付
近

に
あ
っ
た
中
世
の
荘
園「
白

し
ろ
う
ず
の
し
ょ
う

水
荘
」や
、

桜
ヶ
丘
地
区
に
あ
っ
た「
三
十
六
」と
い

う
地
名
な
ど
、こ
れ
ま
で
の
発
掘
調
査

や
歴
史
研
究
で
裏
付
け
ら
れ
た
そ
の
土

地
の
歴
史
と
呼
称
の
関
係
を
具
体
的
に

説
明
し
ま
す
。

　
受
講
は
無
料
で
、申
し
込
み
も
不
要

で
す
。

日
時
　
２
月
10
日
㈰

　
　
　
午
後
２
時
〜
４
時

場
所
　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
新
館

中
研
修
室（
大
谷
６
ー
24
）

講
師
　
文
化
財
課
職
員

定
員
　
50
人（
先
着
順
）

問
い
合
わ
せ
先
　
市
民
図
書
館

（
５
８
４
）４
６
４
６

（
５
８
４
）３
９
０
０

春
日
ま
ち
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ぶ
ど
う
の
庭
」か
ら
の
お
知
ら
せ

○
春
日
行
政
書
士
セ
ミ
ナ
ー「
損
し
な

い
退
職
後
の
暮
ら
し
の
ヒ
ン
ト
」

日
時

　
２
月
９
日
㈯

午
前
10
時
〜
正
午

内
容

　
知
っ
て
得
す
る
話
と
茶
話
会

参
加
費

　
１
０
０
円（
茶
菓
子
代
含

む
）

※
予
約
は
不
要
で
す
。

○
母
の
た
め
の
男
の
子
カ
ラ
ダ
教
室

日
時
　
２
月
19
日
㈫

午
前
10
時
〜
正
午

内
容
　
男
の
子
の
カ
ラ
ダ
と
心
の
発

達
に
関
す
る
知
識
を
学
ぶ

定
員
　
24
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の
　
筆
記
用
具
、上

履
き

申
込
期
限
　
２
月
16
日
㈯

○
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
料
理
教
室
＆

勉
強
会

日
時
　
２
月
23
日
㈯

午
前
10
時
〜
午
後
１
時
30
分

（
勉
強
会
の
み
の
参
加
は
午

前
11
時
30
分
ま
で
）

講
話
内
容
　
病
気
の
治
し
方

料
理
内
容
　
小
豆
ご
飯
、小
豆
か
ぼ

ち
ゃ
な
ど

参
加
費
　
３
０
０
０
円（
勉
強
会
の

み
５
０
０
円
）

定
員
　
10
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の
　
エ
プ
ロ
ン
、三

角
巾
、持
ち
帰
り
用
容
器
、筆

記
用
具
、上
履
き

申
込
期
限
　
２
月
19
日
㈫

申
込
方
法
　
申
込
期
限
ま
で
に
電
話
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
の
い

ず
れ
か
で
住
所
、氏
名
、電
話
番

号
を
伝
え
る

場
所
・
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
同
セ
ン

タ
ー「
ぶ
ど
う
の
庭
」（
須
玖
北

５
ー
１
５
５
）

（
５
８
９
）３
３
８
８

（
５
８
９
）３
３
９
９

m
achicen@

bb.csf.ne.jp
http://w

w
w
2.csf.ne.jp/̃m

achi

cen

春
日
・
大
野
城
・
那
珂
川
消
防
署

親
子
体
験
学
習
会

　
火
災
や
家
族
が
大
け
が
を
し
た
際
な

ど
に
取
る
べ
き
行
動
に
つ
い
て
、親
子

で
学
び
ま
せ
ん
か
。

　
放
水
訓
練
や
は
し
ご
車
体
験
搭
乗
も

あ
り
ま
す
。参
加
は
無
料
で
す
。

対
象
　
市
内
に
居
住
す
る
小
学
生
と
そ

の
保
護
者

日
時
　
３
月
２
日
㈯

午
前
９
時
〜
正
午

場
所
　
同
消
防
署（
春
日
２
ー
２
ー
１
）

内
容
　
消
防
署
見
学
、Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体

外
式
除
細
動
器
）講
習
、消
火
器

取
り
扱
い
訓
練
、放
水
体
験
、は

し
ご
車
体
験
搭
乗
な
ど

定
員
　
20
組
40
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法
　
２
月
４
日
㈪
以
降（
平
日

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
）

に
電
話
で
予
約
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
同
消
防
本
部

予
防
課
指
導
係

（
５
８
４
）１
１
９
５

（
５
８
４
）１
２
０
０

春
日
・
大
野
城
・
那
珂
川
消
防
署

上
級
救
命
講
習

　
人
工
呼
吸
や
胸
骨
圧
迫
、Ａ
Ｅ
Ｄ（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）、そ
の
他
の
応
急

処
置
を
身
に
付
け
る
救
命
講
習
を
行
い

ま
す
。

　
受
講
は
無
料
で
す
。

対
象
　
春
日
市
、大
野
城
市
、那
珂
川
町

に
居
住
、ま
た
は
通
勤
・
通
学
す

る
中
学
生
以
上
の
人

日
時
　
３
月
10
日
㈰

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場
所
　
同
本
部（
春
日
２
ー
２
ー
１
）

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、公
共

交
通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

定
員
　
40
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
同
消
防
署
本

署
救
急
係

（
５
８
４
）１
１
９
９

（
５
８
４
）１
１
６
１
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甲
種
防
火
管
理
者

新
規
講
習
会

　
一
定
の
人
数
が
出
入
り
す
る
建
物
に

は
、消
防
法
に
よ
り
防
火
管
理
者
を
選

任
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。防
火
管
理
者
が
未
選
任
、ま
た
は
交

代
を
予
定
し
て
い
る
場
合
は
受
講
し
て

く
だ
さ
い
。

期
日

▽
２
月
14
日
㈭
・
15
日
㈮（
２
日
間
）

▽
３
月
18
日
㈪
・
19
日
㈫（
２
日
間
）

時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

場
所
　
春
日
・
大
野
城
・
那
珂
川
消
防
本

部（
春
日
２
ー
２
ー
１
）

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、公
共

交
通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

受
講
料
　
５
０
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代

含
む
）

定
員
　
40
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法
　
講
習
日
の
１
カ
月
前
以
降

に
申
込
書
を
直
接
窓
口
に
提
出

す
る

※
申
込
書
は
同
消
防
本
部
で
配
布
し
て

い
ま
す
。ま
た
、同
消
防
本
部
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト（

http://fukuoka.ko
n119.or.jp/

）か
ら
も
入
手
で
き
ま

す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
同
消
防
本
部

予
防
課
指
導
係

（
５
８
４
）１
１
９
５

（
５
８
４
）１
２
０
０

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局

無
料
法
律
相
談

　
同
支
局
と
筑
紫
人
権
擁
護
委
員
協
議

会
に
よ
る
弁
護
士
の
無
料
法
律
相
談
で

す
。

日
時
　
２
月
21
日
㈭

　
　
　
午
後
１
時
〜
４
時

場
所
　
同
支
局
１
階
相
談
室（
筑
紫
野

市
二ふ

つ
か
い
ち
ち
ゅ
う
お
う

日
市
中
央
５
ー
14
ー
７
）

定
員
　
６
人（
申
込
先
着
順
）

相
談
時
間
　
１
人
30
分
以
内

申
込
方
法
　
２
月
12
日
㈫
午
前
８
時
30

分
以
降
に
電
話
で
予
約
す
る

※
資
力
基
準
を
満
た
す
人
を
対
象
と
し

ま
す
の
で
、予
約
の
際
に
収
入
な
ど

を
お
尋
ね
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
同
支
局

（
９
２
２
）２
８
８
１

（
９
２
２
）３
３
４
２

解
雇
・
雇
止
め

集
中
相
談
会

　
年
度
末
に
増
加
が
懸
念
さ
れ
る
解
雇

な
ど
の
問
題
に
対
し
て
、労
働
者
・
使
用

者
を
問
わ
ず
、電
話
や
面
接
で
相
談
を

受
け
付
け
ま
す
。

　
一
人
で
悩
ま
ず
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

　
相
談
は
無
料
で
、予
約
も
不
要
で
す
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

日
時
　
２
月
20
日
㈬

　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
８
時

場
所
　
福
岡
労
働
者
支
援
事
務
所（
福

岡
市
中
央
区
赤あ

か
さ
か坂
１
ー
８
ー
８

福
岡
県
福
岡
西
総
合
庁
舎
内
）

※
相
談
内
容
に
よ
り
必
要
に
応
じ
て
弁

護
士
相
談
を
行
い
ま
す（
午
後
３
時

〜
７
時
）。

　
弁
護
士
へ
の
法
律
相
談
は
、事
前
に

相
談
を
受
け
て
か
ら
の
取
り
次
ぎ
に

な
り
ま
す
。

ま
た
、当
日
都
合
が
つ
か
な
い
人
は
、

同
事
務
所
で
、平
日
午
前
８
時
30
分

か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
電
話
や
面

談
に
よ
る
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
同
事
務
所

（
７
３
５
）６
１
４
９

（
７
１
２
）０
４
９
７

高
齢
者
・
障
が
い
者
の
た
め
の

無
料
法
律
相
談
会

　
成
年
後
見
制
度（
法
定
後
見
、任
意
後

見
）や
遺
言
、相
続
、財
産
管
理
、死
後
事

務
処
理
の
相
談
に
弁
護
士
な
ど
が
無
料

で
応
じ
ま
す
。

　
予
約
は
不
要
で
す
。

日
時
　
２
月
19
日
㈫

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所

　
大
野
城
ま
ど
か
ぴ
あ
会
議
室
２

（
大
野
城
市
曙

あ
け
ぼ
の
ま
ち

町
２
ー
３
ー
１
）

問
い
合
わ
せ
先

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
高
齢
者

・
障
害
者
安
心
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ

ト
筑
紫
出
張
所

（
９
２
１
）２
１
３
０（

兼
用
）

寿
菊
会

日
本
舞
踊
を
踊
り
ま
せ
ん
か

　
音
楽
に
合
わ
せ
て
、楽
し
く
体
を
動

か
し
ま
し
ょ
う
。

　
初
心
者
も
大
歓
迎
で
す
。

日
時
　
第
１
・
第
３
土
曜
日

　
　
　
午
前
10
時
〜
正
午

場
所
　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

会
費
　
月
額
３
０
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先
　
同
会 

栗く
り
や
ま山

（
５
８
２
）５
８
３
４（

兼
用
）

天
神
山
地
区
公
民
館

事
務
員
募
集

対
象
　
パ
ソ
コ
ン（
ワ
ー
ド
、エ
ク
セ
ル

な
ど
）の
操
作
が
で
き
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
心
得
が
あ
る
人

勤
務
場
所
　
同
地
区
公
民
館（
天
神
山

１
ー
53
）

業
務
内
容
　
行
政
文
書
の
受
付
・
配
布
、

書
類
作
成
・
管
理
、公
民
館
使
用

に
関
す
る
業
務

勤
務
日

　
火
〜
土
曜
日

勤
務
時
間

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

休
日

　
毎
週
月
曜
日
、年
末
年
始
、お

盆
、ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク

応
募
方
法

　
２
月
10
日
㈰（
必
着
）ま
で

に
郵
送
か
直
接
窓
口
で
履
歴
書

を
提
出
す
る

※
手
当
な
ど
、詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
同
自
治
会
北き

た

田だ

　
織

の
ぼ
る（
〒
816
ー
０
８
５
５
天

神
山
１
ー
53
）

（
５
７
２
）７
３
２
３（

兼
用
）

や
よ
い
エ
ア
ロ
サ
ー
ク
ル

会
員
募
集

　
運
動
習
慣
を
身
に
付
け
て
シ
ェ
イ
プ

ア
ッ
プ
し
ま
せ
ん
か
。

　
初
心
者
も
歓
迎
し
ま
す
。気
軽
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

○
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

日
時
　
水
・
金
曜
日

午
前
９
時
〜
10
時

会
費
　
月
４
回
２
０
０
０
円

○
ヨ
ガ

日
時
　
土
曜
日

午
前
10
時
〜
正
午

会
費
　
月
１
回
５
０
０
円

場
所
　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

※
部
屋
は
施
設
の
予
約
状
況
に
よ
り
変

更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
同
サ
ー
ク
ル
　
松ま

つ
も
と本

（
５
０
２
）７
０
３
０（

兼
用
）

０
８
０（
３
９
５
５
）０
１
９
８

pikum
in@
q.vodafone.ne.jp
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地
区
公
民
館

管
理
人
募
集

○
天
神
山
地
区
公
民
館

対
象
　
住
み
込
み
可
能
な
単
身
ま
た

は
夫
婦
世
帯

勤
務
場
所
　
同
地
区
公
民
館（
天
神

山
１
ー
53
）

開
館
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
９
時

業
務
内
容
　
公
民
館
内
外
の
清
掃
・

整
理
整
頓
、公
民
館
の
施
錠
・

戸
締
り
・
消
灯
点
検
、防
火
な

ど
の
安
全
管
理

休
日

　毎
週
月
曜
日
、年
末
年
始
、お

盆
、ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク

応
募
方
法
　
２
月
10
日
㈰（
必
着
）ま

で
に
郵
送
か
直
接
窓
口
で
履

歴
書
を
提
出
す
る

※
手
当
な
ど
、詳
し
く
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

入
居
時
期
　
５
月
１
日
㈬

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
同
自
治
会

北き
た
だ田

　
織
の
ぼ
る（
〒
816
ー
０
８
５

５
天
神
山
１
ー
53
）

（
５
７
２
）７
３
２
３（

兼
用
）

○
千
歳
町
地
区
公
民
館

対
象
　
60
歳
未
満
で
住
み
込
み
可
能

な
人（
夫
婦
歓
迎
）

勤
務
場
所
　
同
地
区
公
民
館（
千
歳

町
３
ー
32
ー
１
）

業
務
内
容

　
公
民
館
内
外
の
清
掃
、

　
公
民
館
の
保
守
管
理（
開

扉
・
施
錠
・
火
災
・
盗
難
予
防

な
ど
）、公
民
館
各
種
備
品
管

理
、回
覧
文
書
配
布
、公
園
ト

イ
レ
の
清
掃

休
日
　
原
則
と
し
て
毎
週
日
曜
日
・

祝
日
・
年
末
年
始
・
お
盆
他

応
募
方
法
　
２
月
28
日
㈭
午
後
４
時

（
当
日
消
印
有
効
）ま
で
に
簡

易
な
履
歴
書
を
郵
送
ま
た
は

持
参
す
る

入
居
時
期
　
５
月
１
日
㈬

※
手
当
な
ど
、詳
し
く
は
面
談
の
際

に
説
明
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
同
自
治
会

（
〒
816
ー
０
８
０
５
千
歳
町

３
ー
32
ー
１
）

（
５
８
１
）３
５
５
９（

兼
用
）

ち
び
っ
こ
探
検
学
校
ヨ
ロ
ン
島

参
加
者
募
集

　
全
国
か
ら
参
加
す
る
仲
間
と
の
共
同

生
活
や
海
で
の
野
外
活
動
を
通
し
て
、

友
達
づ
く
り
の
楽
し
さ
を
知
り
、互
い

に
協
力
し
助
け
合
い
、積
極
的
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
心
を
養
う
た
め「
ち
び
っ

こ
探
検
学
校
ヨ
ロ
ン
島
」に
参
加
し
ま

せ
ん
か
。

対
象
　
小
学
２
〜
６
年
生（
平
成
25
年

２
月
末
現
在
）

期
間
　
３
月
26
日
㈫
〜
４
月
１
日
㈪

（
６
泊
７
日
）

場
所
　
鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論
町

費
用

　
12
万
４
０
０
０
円（
福
岡
空
港

出
発
・
帰
着
の
場
合
）

定
員

▽
日
本
人
小
学
生
２
０
０
人

▽
在
日
外
国
人
小
学
生
１
０
０
人

申
込
期
限

　
３
月
６
日
㈬（
申
込
先
着

順
）

○
説
明
会（
予
約
不
要
、無
料
）

日
時
　
２
月
16
日
㈯

午
後
３
時
30
分
〜
４
時
30
分

場
所
　
深
見
ビ
ル
会
議
室（
福
岡
市

博
多
区
博は

か
た多
駅え

き
ま
え前
４
ー
14
ー

１
）

問
い
合
わ
せ
先
　
㈶
国
際
青
少
年
研
修

協
会

０
３（
６
４
５
９
）４
６
６
１

０
３（
６
４
５
９
）４
６
３
３

info@
kskk.or.jp

http://w
w
w
.kskk.or.jp

２
月
７
日
は
北
方
領
土
の
日

北
方
領
土
は
日
本
固
有
の
領
土
で
す

　
毎
年
、２
月
７
日
は「
北
方
領
土
の

日
」で
す
。北
方
四
島
の
１
日
も
早
い
返

還
の
た
め
、こ
の
問
題
へ
の
理
解
と
関

心
を
深
め
、国
民
世
論
を
盛
り
上
げ
ま

し
ょ
う
。

内
閣
府
北
方
対
策
本
部
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

http://w
w
w
8.cao.go.jp/hoppo/

問
い
合
わ
せ
先
　
市
総
務
課
総
務
法
制

担
当

（
５
８
４
）１
１
１
１

（
５
８
４
）１
１
４
５

福
岡
県
若
年
者
専
修
学
校
等

技
能
習
得
資
金
貸
与
事
業

　
市
は
、経
済
的
な
理
由
に
よ
り
専
修

学
校
な
ど
で
修
業
す
る
こ
と
が
困
難
な

人
に
対
し
て
、修
学
資
金
や
入
校
支
度

金
を
貸
与
し
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、収
入
基
準
や
対
象
と
な
る

学
校
な
ど
の
定
め
が
あ
り
ま
す
。詳
し

く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

対
象
　
平
成
24
年
度
の
中
学
校
・
高
等

学
校
の
新
規
卒
業
者
お
よ
び
高

等
学
校
中
退
者

貸
与
額（
無
利
子
）

▽
修
学
資
金

専
門
課
程
　
月
額
５
万
３
０
０
０
円

そ
の
他
の
課
程
な
ど
　
月
額
３
万
円

▽
入
校
支
度
金
　
10
万
円

申
請
期
限
　
４
月
30
日
㈫

問
い
合
わ
せ
先
　
福
祉
計
画
課
地
域
福

祉
担
当

（
５
８
４
）１
１
１
１

（
５
８
４
）３
０
９
０

み
ん
な
で
な
く
そ
う
！

職
場
の
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

　
現
在
、職
場
の
い
じ
め
や
嫌
が
ら
せ

が
社
会
的
な
問
題
と
し
て
顕
在
化
し
て

い
ま
す
。

　
厚
生
労
働
省
は
、社
会
に
注
意
喚
起

し
、こ
の
問
題
の
予
防
・
解
決
に
取
り
組

む
こ
と
を
訴
え
る
提
言
を
取
り
ま
と

め
ま
し
た
。提
言
は
、パ
ワ
ハ
ラ
の
予

防
や
解
決
に
向
け
た
ポ
ー
タ
ル
・
サ
イ

ト（

http://w
w
w
.no-paw

ahara.
m
hlw
.go.jp/

）の「
専
門
家
た
ち
の
話

し
合
い
」で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
福
岡
労
働
局
監
督
課

（
４
１
１
）４
８
６
２

（
４
７
５
）０
１
８
３

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護

総
合
案
内
所

　
総
務
省
九
州
管
区
行
政
評
価
局
は
、

同
局
内
に
あ
る「
情
報
公
開
・
個
人
情
報

保
護
総
合
案
内
所
」で
、国
の
行
政
機
関

や
独
立
行
政
法
人
な
ど
の
情
報
公
開
制

度
や
個
人
情
報
保
護
制
度
に
つ
い
て
、

案
内
や
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
す
。

開
設
日
時
　
毎
週
月
〜
金
曜
日（
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
）

　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場
所
　
同
案
内
所（
福
岡
市
博
多
区
博は

か

多た
え
き
ひ
が
し

駅
東
２
ー
11
ー
１
福
岡
合
同

庁
舎
本
館
８
階
九
州
管
区
行
政

評
価
局
内
）

問
い
合
わ
せ
先
　
同
局

（
４
３
１
）７
０
８
３

（
４
３
１
）７
０
８
４

http://w
w
w
.soum

u.go.jp/kan
ku/kyusyu/kokai.htm

l

記
事
の
訂
正

　
市
報
１
月
15
日
号
に
掲
載
し
た「
春
日
サ

ン
サ
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
参
加
者
募
集
」（
５
ペ
ー

ジ
）の
記
事
に
一
部
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

訂
正
箇
所
　
応
募
要
項
の
Ｂ
Ｍ
Ｉ
の
計
算
方

法

▽
誤
　「
体
重（
㎏
）÷
身
長（
ｍ

 
）×
身
長（
ｍ
）」

▽
正
　「
体
重（
㎏
）÷
身
長（
ｍ
）÷
身
長（
ｍ
）」

問
い
合
わ
せ
先
　
健
康
課
保
健
指
導
担
当

（
５
０
１
）１
１
３
４

（
５
０
１
）０
０
５
１
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白
し ろ う ず

水児童センター
天神山1-213　☎（593）2777 （593）2801

光
ひかりまち

町児童センター
光町2 ｰ180 ｰ4　☎（501）7014 （ 兼用）

毛
け か つ

勝児童センター
大土居1 ｰ38　☎（581）5614 （581）5616

須
す ぐ

玖児童センター
須玖南2 ｰ120　☎（573）2431 （584）7739

◆ の行事は、幼児も参加できます。保護者同伴で遊びに来てくださ
い。

◆表中の金額は参加費（材料代や交通費）です。
◆ は申し込みが必要な行事です。2月1日（金）午後5時以降に申し込ん
でください。受け付けは午後6時までです（電話可・小学生以上は原則
として本人申込）。なお、申し込みは1人1行事までとし、行事によって
は市外の人は参加できない場合があります。

◆天候により、中止または内容を変更することがあります。事前に問い合
わせてください。

2月の行事予定表

開館時間　各館とも午前10時～午後5時

子
育
て
広
場

ヨチヨチ広場
（0～1歳児向け）

▶須玖：6日㈬、27日㈬、28日㈭
▶毛勝：1日㈮

▶光町：8日㈮、26日㈫
▶白水：13日㈬、14日㈭、26日㈫ 午前11時～11時40分

親子サロン
（1～3歳児向け）

▶須玖：15日㈮
▶毛勝：8日㈮

▶光町：1日㈮
▶白水：6日㈬

午前10時30分～
（1時間程度）ニコニコくらぶ

（満2歳以上）

▶須玖：1日㈮、21日㈭、22日㈮
▶光町：6日㈬、7日㈭、20日㈬、21日㈭
▶毛勝：13日㈬、14日㈭、27日㈬、28日㈭
▶白水：7日㈭、8日㈮、20日㈬、21日㈭

6日（水） 屋上DEあそぼ　午後4時～5時　※雨天中止

9日（土）
おまたせ！トランポリン　午前11時～正午

おはなし広場（しゃぼん玉さん）　午後2時～2時30分　

10日（日）
楽しいクッキング（かんたんマシュマロチョコ）
午前10時15分～正午、10人、150円 

13日（水） 屋上DEあそぼ　午後4時～5時　※雨天中止

17日（日）

楽しいクッキング（かんたんマシュマロチョコ）
午前10時15分～正午、10人、150円 

親子であそぼう　午後3時～3時20分

20日（水） 屋上DEあそぼ　午後4時～5時　※雨天中止

23日（土）
インラインスケート教室
午後1時30分～3時　※雨天時は3月9日㈯に延期

24日（日） トワイライトゾーン　午後5時～6時、中学生以上

27日（水） 屋上DEあそぼ　午後4時～5時　※雨天中止

5日（火） すくすく育児相談　午前10時～11時30分

7日（木） 屋上DEあそぼ　午後4時～4時40分　※雨天中止

9日（土）

遊びの出前！児童センター
午前10時30分～11時30分、場所：春日野小ときめきホール

トワイライトゾーン　午後5時～6時、中学生以上

10日（日）
かんたん工作 マフラー（牛乳パックでリリアン編み）
午後2時～3時、10人、50円 

14日（木） マットで遊ぼう！　午後4時～4時40分

16日（土）
かんたんクッキング（パンケーキピザ）
午前10時～正午、10人、150円 

21日（木） バドミントン大会　午後4時～4時40分

23日（土） トワイライトゾーン　午後5時～6時、中学生以上

27日（水）
2月生まれのお誕生会＆おはなし会
午前11時～11時30分

28日（木）

ママの“ホッ”とタイム（ベビーマッサージ）
午前10時30分～11時30分、初めての人のみ、10人 
※託児は22日㈮までに要申込（1人500円）

マットで遊ぼう！　午後4時～4時40分

3日（日） 小学生節分会　午後2時～3時

5日（火）
こんにちは！！ニコヨチ児童センター（0～3歳児向け）
午前10時30分～正午、場所：いきいきプラザすこやかルーム

10日（日）
かんたんクッキング（フラワーカップ入りフルーツチョ
コ）　午前10時30分～正午、10人、150円 

16日（土） トワイライトゾーン　午後5時～6時、中学生以上

17日（日）
作って遊ぼう（おひな様をつくろう）
午後2時～3時30分、先着10人

21日（木）
ママの“ホッ”とタイム（かんたんアクリルたわし作り＆
tea time）　午前10時30分～正午、10人、100円 
※託児は13日㈬までに要申込（1人500円）

23日（土） 冬のドッジボール大会　午後2時～3時、先着16人
24日（日） 道場やぶり（冬のクイズラリー）　午後2時～3時

26日（火）
おはなし・だいすき　2月生まれのお誕生会
午前11時～11時30分

2日（土） 道場やぶり　午後2時～3時

5日（火）
こんにちは！！ニコヨチ児童センター（0～3歳向け）
午前10時30分～正午 場所：いきいきプラザすこやかルーム

9日（土） トワイライトゾーン　午後5時～6時、中学生以上

15日（金）
ママの“ホッ”とタイム（健康エクササイズ）
午前10時～正午、15人 　
※託児は8日㈮までに要申込（1人500円）

16日（土） 作ってわくわく（パズル作り）　午後2時～3時

17日（日）
わくわくクッキング（チョコフォンデュ）
午前10時30分～正午、15人、150円 

22日（金） おはなしなーに？　午前11時～11時30分

23日（土） わんぱく広場（バドミントン大会）　午後2時～3時　

24日（日） トワイライトゾーン　午後5時～6時、中学生以上

今月の休館日

4日㈪、11日㈪
12日㈫、18日㈪
19日㈫、25日㈪
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市の人口　 12/31 現在

◎総人口  111,060人
（前月比+18）

女 　57,126人

男　 53,934人

◎世帯数  45,309世帯

◎増     ●転入    428人
●出生      94人

  ●その他     6人

◎減        ●転出    380人 
●死亡      71人

　　　　 ●その他   59人

白
しろうず

水 れみちゃん（宝町）
平成23年2月3日生 2月前期

写
真
の
裏
に
赤
ち
ゃ
ん
の
氏
名（
ふ
り
が
な
）、生
年
月
日
、住
所
、

電
話
番
号
を
書
い
て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
３
月
１
日
㈮（
当
日

消
印
有
効
）ま
で
の
到
着
分
の
中
か
ら
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

送
り
先
　
市
報
か
す
が「
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
」係（
〒
816
ー

８
５
０
１
春
日
市
役
所   

※
写
真
は
返
却
で
き
ま
せ
ん
。

月によって相談日時や場所が変更になる場合があります。事前に問い合わせてください。各種相談窓口
法律について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆春日市無料法律相談　☎（584）1148　第3水曜日／10時～16時／市
役所／第1水曜日8時30分以降の平日に電話予約／先着15人

◆福岡県無料法律相談　☎（643）3333
第1・第3金曜日／13時～16時／県民相談室（県庁内）／実施週の初日
8時30分以降の平日に電話予約／先着6人

◆春日市商工会無料法律相談　☎（581）1407
第1水曜日／13時～15時（8時30分から窓口受付）／同商工会／先着6人

◆司法書士総合相談センター無料電話相談　☎（918）5264
金曜日／18時～20時／福岡南総合相談センター

悪質商法や架空請求、多重債務など、金銭トラブルについて・・・・・・・・
◆春日市消費生活相談　☎（584）1155（ 兼用）
月～金曜日／10時～16時／男女共同参画・消費生活センター

◆春日市多重債務法律相談　☎（584）1155（ 兼用）
第3金曜日／13時～16時／男女共同参画・消費生活センター／上記の
市消費生活相談で事前相談の上予約

◆福岡県消費生活相談　☎（632）0999
月～金曜日：9時～16時30分／日曜日：10時～16時（電話相談のみ）
／福岡県消費生活センター（福岡県吉塚合同庁舎1階）

暮らしのさまざまな問題や悩みについて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆心配ごと相談　☎（581）7225　水曜日／13時～16時／春日市社会福祉センター4階
職場環境、労働条件、子育て中の就職などについて・・・・・・・・・・・・・
◆福岡労働者支援事務所
月～金曜日：8時30分～17時15分／水曜日：17時15分～20時（夜間電話相談）／
福岡西総合庁舎5階／労働相談：☎（735）6149／子育て就職支援：☎（725）4034
子育て・子どもの悩みについて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆家庭児童相談室　☎（584）1015　 （584）7739
月～土曜日／9時30分～18時／子育て支援センター（すくすくプラザ内）

ひとり親家庭のための相談について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆福岡県母子家庭等就業・自立支援センター　
▷養育費に関する電話相談　☎（584）3931／月～金曜日／9時～16時
▷養育費などに関する弁護士による法律相談（要予約）　☎（584）3922
　第1水曜日：13時～15時／第2・4水曜日：18時30分～20時30分

児童の福祉・援助について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆福岡県福岡児童相談所　☎（586）0023
月～金曜日／8時30分～17時15分／電話相談は夜間・休日なども受付

女性問題について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆暴力・DV・セクハラの相談　☎（513）7335
月～金曜日／ 10時～17時／ちくし女性ホットライン

◆女性総合相談　☎（584）1266
火～日曜日、第4月曜日／受付9時30分～16時（祝日を除く金曜日は
18時～20時30分も）／あすばる相談室（クローバープラザ内）

人権について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆定例人権相談　☎（584）1111　第1火曜日／10時～15時／市役所
◆福岡法務局人権相談　☎（922）2881
月～金曜日／ 8時30分～17時15分／福岡法務局筑紫支局

◆福岡県弁護士会子どもの権利110番　☎（752）1331
毎週土曜日／ 12時30分～15時30分（電話相談）

犯罪被害者などの心のケア・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆福岡県警犯罪被害者相談電話「ミズ・リリーフ・ライン」　☎（632）7830
月～金曜日（祝日・年末年始除く）／9時～17時45分／福岡県警察

心の悩みについて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆不安・悩み電話相談　☎（741）4343／24時間受付／福岡いのちの電話
◆不安・悩みいのちの電話インターネット相談
　 https://www.inochinodenwa-net.jp ／福岡いのちの電話
◆不安・悩みファックス相談（聴覚障がい者のための）　 （721）4343
月～金曜日：9時～18時／土曜日：9時～13時／福岡いのちの電話

◆ふくおか自殺予防ホットライン　☎（592）0783　年中無休／24時間
高齢者の悩みについて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆高齢者総合相談　福岡県社会福祉協議会（クローバープラザ内）　
▷一般相談／☎（584）3344／月曜日を除く毎日／9時～16時
▷法律相談／☎（584）3344／毎週水曜日／13時～16時／要予約
▷認知症相談／☎（584）3317／火・木・金・土曜日／10時～16時

◆高齢者の介護や福祉などの相談
▷北地域包括支援センター／月～金曜日／8時30分～17時
☎（589）6227　 （589）6228

▷南地域包括支援センター／月～金曜日／8時30分～17時
☎（595）8188　 （595）6069

交通事故について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆福岡県交通事故相談　☎（622）0403　☎（643）3168
月～金曜日／9時～17時（受付は16時まで）／県庁交通事故相談所（県庁内）
◆交通事故電話相談　☎（741）2270
月～金曜日／13時～16時／福岡県弁護士会交通事故被害者サポートセンター
国行政について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆定例行政相談　☎（584）1111　 （584）1142
第4火曜日／10時～15時／市役所

◆福岡総合行政相談所　☎（781）7830
月～土曜日／10時～17時／岩田屋本店新館6階行政相談コーナー

県行政について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆県民相談室　☎（643）3333
月～金曜日／8時30分～17時15分／福岡県庁内

◆筑紫保健福祉環境事務所（総合相談窓口）　☎（513）5610
月～金曜日／8時30分～17時15分
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一ちゃん（須玖北）
平成24年2月14日生
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ちゃん（日の出町）
平成22年2月12日生
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人ちゃん（小倉東）
平成24年2月9日生

水
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羅ちゃん（下白水南）
平成23年2月10日生



　この冬、私が初めて体験したこと。それ
は「あかぎれ」です。母が倒れて半年、一命
は取りとめたものの、家事は一切できな
くなりました。仕事から疲れて帰ってく
ると「ご飯まだ？」。普段は聞き流すもの
の、嫌なことがあった日などは少々気が
滅入ります。
　母は若い頃、共働きをしていたので、
仕事帰りに食材を買い、そのまま台所に
立っていました。育ち盛りの私は、何度母
の背に「腹減った～」と言葉を浴びせたこ
とでしょう。母はどんな気持ちで私の言
葉を聞いていたのかなと、毎日の食器洗
いでぱっくり割れた指先のあかぎれに、
これも初めて使うハンドクリームを塗り
ながら時々思うのです。
　2月3日は節分。家内安全、無病息災を
願いながら豆をまきましょう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　か

問い合わせ先　社会教育課　☎（575）4121 （593）7380

住
吉
神
社（
下
の
宮
）

　須玖は神社の多い地区で、須玖北にある住吉神社

（下
しも

の宮
みや

）もそのひとつです。境内には、「市の木」で

あるナギの木の群生地があり、県の天然記念物に指

定されています。ナギの木は葉が強く、引っ張っても

なかなか破れないことから「力
ちからしば

柴」とも呼ばれ、縁起

が良いとされています。同神社は、建材としてこのナ

ギの木を使用していたといわれています。

岡本

須玖
春日北小学校
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